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和田村教育委員会では、村の「豊かな自然・古い歴史」を大切に、活力ある社会、生きがいのある生活を

築くための一つとして、文化環境の整備・充実に取りくんできました。中でも文化財を保護し活用を図る施

策は、特に重要な課題となっています。

先人が残してくれた文化財は私たちだけではなく、子 孫々々にまで伝え残さなければならないかけがえの

ない財産であります。この大切な文化遺産を保護し、永く後世に伝え残すために、一層の努力を惜しまない

所存ではありますが、同時に広く村民の方々をはじめ関係皆さんの文化財に対する深いご理解とご協力を得

なければなりません。

平成元年度より国庫補助事業で実施した分布調査は当事業の考古学的価値を理解される方々の多大なご尽

力によって開始され、ここに報告書として『黒燿石原産地遺跡分布調査報告書 (和田峠・男女倉谷)Ⅲ』を

まとめあげることができました。

この調査は広い範囲に加え山林地内にも関わらず、短期間に歴史的に極めて意義深い調査結果を得ること

ができました。「黒燿石の産出状況と文化遺跡の分布の関係」に迫る黒燿石の分析結果は、種々の課題を提

供していることは明らかであり、その意義は多大な成果であります。そして同時に私たち和田村の歴史のみ

ならず考古学的にも貴重なる1ペ ージを加えることができたといえます。

調査に関しては、文化庁記念物課岡村道雄文化財調査官をはじめ森嶋稔調査団長・森山公一調査主任 0県

教育委員会・長野県黒燿石原産地遺跡分布調査指導特別委員会の先生方、さらに、熱心に作業に身を投じて

くださった作業員の皆さんの多大なご尽力によって当初の目的に達することができました。

この調査にあたり、調査団員の方々、作業員のみなさん、地主および地元関係者各位のご尽力によって、

このような成果を得られたことに重ねて感謝を申し上げ、ここに深甚なる敬意を表する次第であります。

平成 5年 3月 20日

和 田 村 教 育 委 員 会

教育長 田 中 治 男



例  言

1.本書は長野県小県郡和田村において行われた長野県黒燿石原産地遺跡分布調査の報告書 (和 田峠・男女

倉谷)Ⅲである。

2.本書をもって平成元年 (1989)・ 平成 2年 (1990)0平 成 3年 (1991)と 行われた 3次の調査の最終報告

書とする。

3。 本書で使用した地図は、建設省国土地理院発行の地形図 (1:50,000)を もととし、和田村において作

成した地形図を使用した。

4。 本書作成には次の方々から特別報告に参加していただいた。記して謝意を表する。

男女倉遺跡群詳細分布調査における黒曜石資料の原産地推定

機器中性子放射化分析による微量成分元素存在量からの検討………

二宮修治 (東京学芸大学教育学部)・ 網干守 (成城学園高等学校)0大沢員澄 (昭和女子大学文学部)

黒曜石の分析………‥‥‥‥鈴木正男 (立教大学一般教育部)

男女倉遺跡出土の黒曜石製遺物の石材産地分析…………藁科哲男 (京都大学原子炉実験所)

5。 本報告書作成に当って次のような分担を行った。

(1)試掘位置計測   (株 )協同測量

(2)試掘整理     堤  隆・大竹憲昭・須藤隆司・谷 和隆 0宮坂 清・森山公一

(3)遺物整理     堤  隆・大竹憲昭・須藤隆司・森山公一

(4)遺物実測     堤  隆・大竹憲昭・森山公一

(5)整図 トレース   堤  隆 0森山公一・矢島洋子

(6)図版写真等    森山公一・森嶋 稔

なお、各項の執筆責任者は文末 ( )内に記した通 りである。

6.試掘番号は当初の計画に従って付け、複数にわける時は a・ becと した。遺物番号は試掘抗別の通し

番号とした。挿図の番号は試掘坑別に、別に通し番号とした。取上げ番号と台帳とは一致している。

7。 和田村黒燿石原産地内遺跡分布調査図その 10その 2は袋入 りとし巻末につけた。

・ 8.注 。参考文献は適宜まとめて文末に付した。

9。 本書の編集は森嶋稔・森山公一が主として行い、校正その他は矢島洋子が行った。特別報告参加の原稿

は原則としてそのままとした。

10。 本調査の全資料・報告書作成全資料については和田村教育委員会が保管している。

11,本調査・報告書作成にあた り次の各氏・諸機関にご指導を得た。記して謝意を表するものである。

岡村道雄 |・ 戸沢充則・小野 昭 0平 口哲夫・宮坂光昭・安蒜政雄・小林達雄・角張淳一・田中 琢・

松沢亜生・樋口昇一・西沢寿晃・横田義章・児玉 修・立教大学 0京都大学 0(財 )長野県埋蔵文化財

セ ン タ ー



例

1。 本書に用いた地区略号は次の通 りである。

本沢地区  :ホ    ブ ドウ沢地区 :ブ  土屋沢地区 :ツ

男女倉川地区 :オ   和田川地区 :ワ  和田峠地区 :ト

熔岩台地地区 :ヨ    A:左 岸域     B:右 岸域

2。 本書に用いた実測図の縮尺は次の通 りである。

試掘坑平面図及び断面図 1:100

石製品実測図      1:3

3。 本書の平面図及び断面図に用いた略号は次の通 りである。

・ 剥片   o肖 J器 0掻器  ■ 石核    口 黒燿石原石   ▲ ナイフ形石器

◆ 尖頭器  ▲ 彫器     ◆ 楔形石器  *そ の他 (細石核 0ド リル 0ハ ンマーなど)

4.各試掘坑の土層の色調は『新版標準土色帖』によった。
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第 1章 調査の概要

第 1節 調査に至る経過

昭和63年 (1988)2月 、和田村の男女倉遺跡一    ① 同年10月 、文化課と村教委協議の上、研究者

帯を中心に和田峠に及ぶ範囲で、 リゾート法 (総     に調査依頼したが不調となる。

合保養地域整備法)特定地域 (県内6地点)の一    ④ 同年11月 、文全協調査中止を提言。文化課保

つに選定されたことから端を発した。          護の為の基礎資料収集を目的と回答、第1年次

以下、調査に至る経緯の必要事項を、日誌風に     調査を県文化課指導主事を調査員として実施。

抜き書きすることとする。               (調 査範囲 高松山山系―牧の沢・北高松の沢・

④ 1988年 2月 、男女倉・和田峠地域、 リゾート     ブドウ沢・パイロット農場斜面。鷲ケ峯山系一

法特定地域に選定。                 本沢・土屋沢)

③ 同年 8月 、黒燿石原産地として著名な同地域    ① 1990年 1月 、「男女倉遺跡群の保護に関する

の保護について村教委と県文化課と協議。       基本構想懇談会」を開催、協議。

③ 同年10月 、県文化課、長野県遺跡調査指導委    ⑭ 同年 8月 、「黒燿石原産地遺跡分布調査指導

及び国文化庁の指導、提言を受ける。         特別委員会 (略称 黒燿石委員会)」 が、県遺跡

◎ 同年12月 、文化課、文化庁及び明治大学考古     指導委の傘下に発足。次の事項を確認した。

学研究室の指導を受ける。              ①分布調査は開発の環境影響評価に先行して実

① 同年12月 、長野県考古学会より県教委及び地      施され、評価書に反映されるものである。

教委に「北白樺高原地区総合保養地域予定地を     ②分布調査の経費は文化財保護部局側が負担す

対象とする埋蔵文化財悉皆詳細遺跡分布調査に      る。

関する要望書」提出。                ③本分布調査は、県内の山林原野における分布

① 1989年 2月 、県遺跡指導委に「大型開発事業      調査のパイロット的位置を占める。

等に係る埋蔵文化財の保護対策について」提案     ④本分布調査は黒燿石の産出状況と文化遺跡の

①総量規制 ②基本方針の立案を提言。         分布の関係を把握するものとする。

③ 同年 3月 、明大考古学研究室への調査協力依     ⑤本年度調査は本沢及びブドウ沢を中心に実施

頼 3項 目の指導の上、了解。              する。

③ 同年 3月 、県遺跡指導委会長戸沢充則氏辞任。    ⑥調査体制は団長を森嶋委員とし、本年は県

① 同年 4月 、長野県考古学会及び文化財保存全      内研究者を中′いに組織する。

国協議会より、「長野県の埋蔵文化財保護行政      以上の経緯をもって平成2年 (1990)10月 から

改善に関する要望書」が提出。            開始された調査が軌道に乗った。(事務局)
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1 調査の過程

① 男女倉谷遺跡分布調査 (平成 2～ 4年度)

一― (保護側負担)――同分布調査団

② 同報告書作成 (平成 2～ 4年度 2回 )――

(保護側負担)――同分布調査団

③ 保護協議 (平成 4年度以降)

④ 記録保存のための遺構分布調査一― (原因

者側負担)一―遺跡調査団

⑤ 発掘調査・報告書作成―― (原因者側負担)

一―遺跡調査団

2調  査

a 黒燿石の産出状況と地形一一地質班が担当

する。

b 黒燿石の産出状況と文化遺跡の分布の関係

――地質班と考古班が担当する。

c 試掘調査一―地質班と考古班が担当する。

3 調査の方法

(1)考古班

A.路査による試掘地点の選定

a 段丘および崖錐―― グリッドの数・規

模の策定

b 丘陵及びテラスーー  ″

B.試掘調査

a グリッドの位置は基本地形図(1/5,000)

にバロメーターによる数値をもって記入

する。

b グリッドの平面は 2× lmを基本とし、

状況によって増減を考慮する。

c グリッドの番号はOMツ A(左岸)―

la、 OMヨ B(右岸)-lbと 記録する。

(OMは男女倉、土屋沢 (ツ )0熔岩台地

(ヨ )・ 和田り||(ワ )・ 和田峠 (卜 )、 男女倉

り||(オ )、 本沢 (ホ )・ ブドウ沢 (ブ )、 A―

1は地区、 aは グリッド番号とする。)

d グリッドの設定は、グリット
゛
の長辺を

等高線と平行にし各角は直角を原則とす

る。

e 表土の植物は出来る限 りいためないよ

うに剥ぎ取 り、グリッドの埋め戻しの最

後にかぶせ定着させる。

f グリッドの深度はローム層上面から、

-50 cm以上を基準とする。

g グリッド内の遺物および土層の取 り上

げは次のようにする。

① 調査カードに遺物の平面位置および

垂直位置を記録する (縮尺 1/10)。

※平面位置はスケールで、垂直位置は

斜面上位中央地上をバロメーターで

計測し、それを基点とし以下クリノ

メーターとスケールで計沢1、 記録す

る。

② セクション図は、斜面上位面と直交

する一面の 2面記録し、遺物の垂直位

置を記入する (縮尺1/10)。

③ 分層が完了したら、各層セクション

図に位置を記入し、土層サンプルを採

取する (5号 ビニール袋半分位)。

④ 採取遺物、土層サンプルの記録は次

のようにする。

※遺物は、グリッド番号末尾に-01、

02と する。

第 3節 調査の方法
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※土層サンプルは― I-01、 ― Ⅱ-01

とし、断面図と一致させる。

⑤ 土層の分層は不整合面に注意し、色

調、マ トリックスをよく観察して行う。

⑥ 写真

グリッド設定場所の景観 0グ リッド

平面

○遺物出土状況 0セ クション記録面

○埋め戻し後 。その他

C。 各班調査機材

・ ク リノ メー ター 1 0バ ロメー ター 1

0水糸 1 0巻 き尺 1 0鎌 1 0根切

り1 ・大スコップ2 ・移植ゴテ 3

0ア ヒル鎌 2 05号 袋  ・ 3号袋

・マジック2 0ラ ベル 2 ・カメラ 1

(各班で 2台用意) ・フィルム 3

0画板 1 0セ クションペーパーA-2,1

0筆記用具一式  0杭 4 0ピ ンポール

・荷札 (大・小) 。馬鹿棒 2

・串 (・ パイスケ4 。一輪車 2 ・ ト

ランシット2 0レ ベル 2)

(2)地質班

A.黒燿石の産出状況調査

a 沢筋及び枝沢の河床転石採集調査

b 尾根筋等露頭調査

B。 段丘等地形調査

a 試掘による地層認定

① 考古班の試掘調査と連動するもの。

② 独自の試掘調査、文化層の認定。

b 踏査による地形観察

c 研究室での資料研究

C.各班調査機材 (略 )

(⇒ 調査日報

※調査日誌は各自が記録するとともに、班長

は調査日報『男女倉』を発行する。

※各班は明朝までに調査 日報を調査主任に提

出し、直ちに発行する。

(4)調査の検討会

※一 日の調査終了後、午後 8時から 1時間の

予定で、報告と検討会を行い同時に翌日の

予定についても検討を行 う。

※地質関係とのす り合わせを充分に行 う。

(5)調査資料について

※考古資料 団長・調査主任・班長会に提出、

検討・整理 (撮影フィルムも同様 )

※地質資料 地質班に依頼

(6)黒耀石資料の理化学的検討

※黒燿石露頭・転石・文化資料の産地同定と

年代測定。

(つ 報告書

※団長・調査主任・班長会で作成する。

(8)グ リッ ド記録 (第 1図 )

/9,θ 鼻 /ο n 2'0(0'

oMョ A02    鷺ち(/“ 口 ●ヽハ)

`
7

第 1図  グリッド記録カー ド記入例

一- 4 -―

(森嶋 稔・森山公一)



1和 田 村 全 図

第 2図 長野県小県郡和田村位置及び全図
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＼じ

調査の地区割について

調査の地区割について次の

ようにした。

①水系を優先させる

②山稜によって区割をする

③左岸域をAと し右岸域をBと する

地区割はしたがって次の通りである

地区割 本沢 (ホ )A・ B、 ブドウ沢 (ブ )A・ B
土屋沢 (ツ )A・ B、 男女倉川 (オ )A・ B
不日田ノ||(ワ )A・ B、 不日田峠 (卜 )A・ B
熔岩台地 (ヨ )A・ B

第 3図 調査地区割 (A:左岸 B:右 岸)
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第 4節 調査の経過

男 女 倉 調 査 日 誌 よ り

グリッド名 北 緯 東  経 標  高
(m)

面積
(m)

層 序 醒
ｍ

火山灰の内容
文 化 遺 物

調査員
作業員

数
備 考

原石 石核 剥片 石器

5

715

ブドウ沢踏査

ブB-01

ブB-02

ブB-03

ブB-04

ブA-05

ブA-06a

ブA-06b

熔岩台地踏査

熔岩台地ほか踏査

地質調査

湿原第5地点

湿原第7地点

ホB-25

～7/15(5日 間)

深掘

ホA-26

～7/15(4日 間)

深掘

ホB-25

ホB-25

ホA-26

ホB-25

ホB-26

ホB-25

ホA-26

36° 08′ 09′

36・ 08'08′

36・ 08′ 00′

36・ 07′ 47′

36° 07′ 42′

36° 07′ 34′

36° 08′ 42′

36° 08′ 55

138° 11′ 13′

138° 11′ 10′

138° 11′ 10'

138° 11′ 06′

138° 11′ 02′

138° 10′ 52′

138° 10′ 47′

138° 10′ 38′

1,510

1,620

1.620

1× 1

lXl

l× 1

1× 1

2× 1

2× 1

2× 1

I～ Ⅲ

l～ Ⅲ

I～ Ⅲ

l～ Ⅲ

I～Ⅳ

l～Ⅳ

I～Ⅳ

I

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

V

I

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

V

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

124

75

95

106

185

60

10

20

15

50

185

15

25

100

10

20

20

20

40

100

黒色土

褐色土

黄褐色水性ローム

黄褐色粘質ローム

段丘礫層

耕作土

漸移層

黄褐色粘質ローム

黄褐色′ヽ―ドローム

黄褐色流紋岩混ローム

黄灰色水性ローム

ob粒含細礫層

粗粒礫層

亜円礫層

3

5

30

2

5

20

十

+

15

20

2

２０

　

３０

　

８０

+

l

l

4

2

3

9

酒井他

岸崎他

山本他

太工原任

藤波他

宮尾他

小倉他

林 他

酒井他

酒井他

酒井他

森山他

森山他

大竹他

堤 他

大竹他

堤 他

児玉他

堤 他

大竹他

堤 他

学生29

l

l

1

森山

文化遺物なし

森山

森山

～ 5/12(2日 間)花粉分析

大竹

取り上げ番号 1～ 16

″   17～ 48

″   49～ 52

段丘調査

取り_Lげ番号 1～80

″   81～ 127

″  128～ 262

段FT_調査

児玉・森山

雛

森山

雛
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グリッド名 北 緯 東  経 標  高
(m)

耐
０

層 序 鵬
ｍ

火山灰の内容
文 化 遺 物

調査員
作業員

数
備 考

原石 石核 剥片 石器

7.27

7.28

8.19

820

ツB-01
深掘

設定調査

ワA-04

～8/20(2日 間)

ワA-05

～8/20(2日 間)

ワA-04

ワA-05

ワA-02

～8/21(2日 間)

ワA-03

～8/21(2日 間)

ワA-02

ワA-03

ワA-01

～8/22(2日 間)

ワA-01

ワA-07

ワA-06a

36° 08′ 52′

|

36・ 09′ 43′

36° 09′ 42′

36° 09′ 28′

36° 09′ 35

36・ 09′ 16

36° 09′ 55

36° 09′ 47

138° 10′ 39′

138° 09′ 34

138° 09′ 36

138° 09′ 18

138° 09′ 22′

138° 09′ 11

138° 09′ 52′

138・ 09′ 40′
′

3X3 I

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

V

I

]

Ⅲ

I

I

Ⅲ

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

ｌ

ｌ

Ⅲ

1

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

V

Ⅵ

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

130

100

70

150ヘ

20

50

20～

20

120

10～

‐５

‐０

４５

”

３５

３５

２０

10

10

5

60

40

50～

10

90

10～

30

20

10

60

20～

埋土

黒色土

褐色土

灰褐色水性砂ローム

灰褐色砂礫層

黒色土

褐色土

流紋岩礫層

黒色土

黄褐色水性ローム

水性ローム

表土

黒色土

褐色土

黄褐色粘質ローム

黒色土

褐色土

含礫水性ローム

表土

黒色土

褐色土

黄褐色粘質ローム

茶褐色砂質ローム

褐色粘質ローム

表土 (笹根)

角礫混黒色土

角礫混水性ローム

暗黄褐色土

黒褐色土

黒褐色砂層

黒褐色粘質土

褐色砂礫層

1

ズリ5

l

1

4

9

3

2

4

石鏃

3

7

2

3

酒井他

大竹他

児玉他

森山

森山

森山

森山

森山

森山他

森山他

森山他

2

3

段丘生成調査

剥片2

堤・森山

大竹・堤・森山

取り上げ番号 1～ 4

″    5～ 17

取り_Lげ番号 1～3

取り上げ番号 1～22

″   23～ 30

取り_Lげ番号 1～9

″   10～ 14

″   15～68

取り上げ番号

取り上げ番号
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グ リ ド名 北 緯 東  経 標  高
(m)

耐
ｍ

層 序 醒
ｍ

火山灰の内容
文 化 遺 物

調査員
作業員

数
備 考

原石 石核 剥片 石器

ワA-06b

卜A-13

卜B-01

卜B-02

～8/25(2日 間)

卜B-03a

卜B-03b

卜B-04

卜A-05

～8/25(2日 間)

卜B-02

卜A-05

卜A-06

36・ 09′ 45

36° 09′ 07′

36° 08′ 33′

36・ 08'30′

36° 08′ 45

36・ 08′ 45

36° 08′ 47′
′

36° 08′ 47′
′

36・ 08'50′ `

138° 09'40′

138・ 09′ 10′

138° 08'47′

138° 08′ 51′

138・ 08′ 48′

138° 08′ 48′

138° 08′ 52′

138° 08′ 50′

138・ 08′ 52`

1,235 07×
09

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

ｌ

ｌ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

ｌ

ｌ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

Ｉ

Ⅱ

皿

Ⅳ

Ｖ

Ｉ

Ｉ

皿

Ⅳ

Ｖ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

I

I

皿

Ⅳ

２０

４０

２５

”

‐５

２０

３０

”

２０

１０

１５

３０

２５”

３５

‐５

Ю

２０

３５”

３０

１０

６０

２０

‐０”

２５

‐０

４０

２０

２０”

２０

４０

３０

３０

３０”

２０

３０

２０

”

表土

黒色土

漸移層

黄褐色粘質ローム

表土

黒色土

漸移層

褐色粘質ローム

表土

黒色土

漸移層

黄褐色粘質ローム

含礫砂質ローム

表土

黒色土

漸移層

黄褐色粘質ローム

含礫砂質ローム

表土

褐色土

黒色土

漸移層

黄褐色粘質ローム

表土

褐色土

粘質黒色土

漸移層

礫混ソフトローム

表土

黄褐色粘質ローム

黒色土

褐色土

黄褐色粘質ローム

表土

黒色土

漸移層

黄褐色粘質ローム

2

1

l

5

2

6

1

1

2

1

1

1

5

1

ト
1

l

10

10

1Ю

10

12

1

3

2

7

13

2

2

2

5

森山他

児玉他

大竹

大竹

堤

堤

籍

簸

劫
籍
堤

]

1

児玉

取り上げ番号 1～9

森山

取り上げ番号 1～25

″   26～ 32

取り上げ番号 1～ 5

″   6～ 21

取り上げ番号
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グリッド名 北 緯 東  経 標  高
(m)

薩
ｍ

層 序 副
ｍ

火山灰の内容
文 化 遺 物

調査員
作業員

数
備 考

原石 石核 剥片 石器

8 29

卜A-07

卜A-08

卜A-09

ヨA-14

ヨA-13

ヨA-10

ヨA-11

ヨA-12

ヨA-04a

ヨA-04b

～9/4(3日 間)

36・ 08′ 56

36・ 08′ 59′

36° 09′ 01

36° 08′ 47

36° 08′ 46

36° 08′ 58′

36° 08′ 52′

36° 08′ 49′

36° 09′ 09′

36° 09′ 09′

138・ 08′ 58′

138・ 08′ 59′

138° 09′ 02′

138° 09′ 24

138・ 09′ 18

138° 09′ 32

138° 09'30

138° 09′ 28′

138° 09′ 19′

138・ 09′ 18′

1.535

1,525

1 382

ｌ

Ⅱ

Ⅲ

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

Ｉ

Ｉ

Ⅲ

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｉ

Ｉ

Ⅲ

Ⅳ

Ｉ

Ⅱ

I

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

Ｉ

Ｉ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

30

40

20～

25

30

20

40

40～

30

30

20

25

20

10～

20

25

25

40～

10

35

15

15

15

10～

20

10

40

10～

10

10

20

15

30^v

20

15

20

30

50

表土

黄褐色漸移層

黄褐色ローム

表土

黒色土

漸移層

黄褐色ローム

黄褐色粘質ローム

黒色土

漸移層

黄褐色ローム

表土 (笹根)

黒色土

褐色漸移層

流紋岩混砂ローム

表土 (笹根)

黒色土

褐色漸移層

流紋岩砂混ローム

表土 (笹根)

黒燿石流紋岩含砂ロー

表土 (笹根)

黒色土

褐色土

黒耀石流紋岩含砂ロー

表土 (笹根)

黒色土

褐色漸移層

流紋岩風化砂含ローム

表土 (笹根)

黒色土

褐色土

黄褐色ハードローム

暗褐色ハードローム

表土 (笹根)

黒色土

褐色土

漸移層

黄褐色粘質ソフトロー

13

4

6

1

1

4

1

3

3

3

30

3

10

土器月

1

料

　

５

３

１

上

雛

堤

森山他

森山

森山

森山

森山

森山

森山

児玉他

4

1

取り上げ番号 1～23(他に
磁器・硯)

取り上げ番号 1～5

″       6

諸磯式上器

取り上げ番号 1～22

″   23～ 49

遺物なし

lb19■
喘 号 H

遺物なし

遺物なし

遺物なし

森山

縄文早期 押型文土器

取り上げ番号 1～ 10

″   H～ 30
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グリッド名 北 緯 東  経 標  高
(m)

耐
ｍ

層 序 鵬
ｍ

火山灰の内容
文 化 遺 物

調査員
作業員

数
備 考

原石 石核 剥片 石器

8.30

9,3

ヨA-04b

ヨA-05

ヨA-06

ヨA-07

ヨA-08

ヨA-04b
(ヨ A-04c)

卜A― Ha

卜A-1l b

～9//8(2日 間)

卜A-12

～9/16(3日 間)

36・ 09′ 14

36° 09′ 16

36・ 09′ 18

36° 09′ 11

36° 09′ 02′

36° 09′ 01′

36・ 09′ 04′
′

138° 09′ 22′

138° 09′ 18′

138° 09′ 21

138° 09′ 25

138° 09′ 05

138° 09'05

138・ 09′ 09′

1,385

1,385

(1,375)

1,415

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

　

Ⅸ

I

I

Ⅲ

Ⅳ

V

Ⅵ

Ⅶ

1

1

Ⅲ

Ⅳ

V

I

I

Ⅲ

Ⅳ

I

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

ｌ

ｌ

ｌ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

I

Ⅱ

25

10～

5

5

5

20

30

30

20～

5

5

5

15

15～

10

10

30

10～

5

25

30

30～

10

20

20

10～

15

45

20

30

20

45

30～

20

25

黄褐色砂質ソフトロー

黄褐色砂質ハードロー

黄褐色砂層

灰黄色砂混礫層

表土

黒色土

褐色土

茶褐色土

漸移層

黄褐色粘質ローム

白黄色ハードローム

表土

黒色土

漸移層

黄褐色水性ローム

赤褐色ハードローム

表土

黒色土

褐色土

ローム混礫層

表土

黒色土

褐色土

黄褐色粘質ローム

表土 (笹根)

黒色上

褐色土

暗褐色包水性ローム

表土

攪舌t層

表土 (笹根)

黒色土

漸移層

黄褐色粘質ローム

黄褐色粘質′ヽ―ドロー

表土

黒色土

1

5

1

1

5

2

5

ト
20

2Clll

150

3

3

9

9

3

|

|ギ
l

森山他

森山

森山他

森山他

森山他

森山他

森山他

森山他

大竹

取り上げ番号 31～98

″   99～ 111

取り上げ番号 1～32

″  33～ 57

遺物なし

遺物なし

取り_上げ番号 1～2

ナイフ・凝灰岩
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グリッド名 北 緯 東  経 標  高
(m)

耐
０

層 序 鵬
⑤

火山灰の内容
文 化 遺 物

調査員
作業員

数
備 考

原石 石核 刺片 石器

98

916

9.18

9.25

10.4

ヨA-02

卜A― Hb

卜A-12

ヨA-09

ヨA-15

ヨA-01b

ヨA-03

調査地点設定

ツA-03

ツA-04

ツA-05

36° 09′ 03′

36° 09′ 09′

36° 09′ 12′

36° 09′ 05

36° 09′ 05

36° 08′ 41

36・ 08′ 39′

36° 08′ 25′

138° 09′ 18′

138° 09′ 27

138° 09'30

138° 09′ 13′

138° 09′ 18′

138° 10′ 08′

138° 10′ 07′

138° 09′ 49′

1

Ⅲ

Ⅳ

V

I

I

Ⅲ

Ⅳ

V

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

Ｉ

Ｉ

Ⅲ

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ｉ

Ｉ

Ⅲ

Ⅳ

２０

２０

４５

‐５

２５

‐５

２５

”

２０

２０

２０

１５

５”

２５

‐５

‐５

‐５

０”

Ю

‐５

３０

１０

８０”

‐５

２０

２０

１５

３５”

3

25

55-

5

20

30～

20

15

5

20^ψ

褐色土

漸移層

黄褐色粘質ローム

表土

黒色土

褐色土

漸移層

黄褐色粘質ローム

表土 (笹根)

黒色土

褐色土

漸移層

黄灰色砂質ローム

表土 (笹根)

黒色土

褐色土

漸移層

黄灰色砂質ローム

表土

黒色土

褐色土

漸移層

黄褐色粘質ローム

表土

黒色土

褐色土

漸移層

暗黄褐色ローム(水性)

黒色土

褐色土

黄褐色水性ローム

黒色土

褐色土

黄褐色水性ローム

表土

黒色土

褐色土

黄褐色水性ローム

11

IЮ

1

3

13

3

2

1

3

2

IЮ

００

　

　

７０

　

６０

　

４０

　

　

　

３

7

8

20

10

15

9

3

3

5

1

森山

山

　

山

　

山

森

　

森

　

森

森山

森山

森山

tZT.IE

#il

:,1*r I r

DI(E]

/'..rlr
Dl(H-I

1

取り上げ番号 1～181

遺物なし

取り上げ番号 1～ 2

1叫
嚇 号 H0

取り上げ番号

取り上げ番号

”
　

”
　

　

　

”

森嶋・大竹・森山

遺物なし

遺物なし
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グリッド名 北 緯 東  経 標  高
(m)

耐
０

層 序 醒
ｍ

火山灰の内容
文 化 遺 物

調査員
作業員

数
備 考

原石 石核 剥片 石器

10.7

10.8

012

013

0.16

ツA-06

遺物整理

オA-02

オA-03

地質調査

ヨA-16

ヨA-17

ヨA-18

ヨA-19

ヨA-20

ヨA-22

36° 08′ 33

36・ 09′ 45

36° 09′ 46

36° 09'07

36° 09′ 05

36・ 09′ 11

36・ 09′ 10′

36° 09′ 30′
′

138° 09′ 40′

138° 10'32′

138° 10′ 33′

138° 09′ 55′

138・ 09′ 52′

138° 09′ 56′

138° 09′ 56′

138° 10′ 18′
′

l

1

I

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

V

Ⅵ

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

I

Ⅱ

Ⅲ

IV

I

Ⅱ

Ⅲ

I

I

Ⅲ

I

I

皿

Ⅳ

I

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

I

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

V

10

10

20

45

20

10～

‐５

‐Ｏ

Ю

‐５

”

２０

２５

２０

”

10

5

5

55～

5

10

20～

5

15

30～

10

10

5

35～

10

15

15

20-

10

5

10

20

40～

表土

黒色土

褐色土

黄褐色水性ローム

灰褐色砂質ローム

灰褐色砂礫ローム

表土

黒色土

褐色土

漸移層

黄褐色水性ローム

表土 (笹根)

黒色土

褐色土

ローム混砂礫層

表土

黒色土

褐色土

暗黄褐色砂質ローム

表土

褐色土

暗褐色包砂質ローム

表土

褐色土

黄褐色砂質ローム

表土

褐色土

漸移層

暗黄灰色砂質ローム

表土

褐色土

黄褐色砂質ローム

暗灰黄色砂礫層

表土 (笹根)

黒色土

褐色土

漸移層

茶褐色砂礫混ローム

18

3

4

IЮ

1

2

磁
囲

森山

森山他

森山

森 山

酒井他

酒井他

森山

森山

森山

森山

森山

森山

2

2

2

2

遺物なし

遺物なし

遺物なし

取り上げ番号

遺物なし

遺物なし

1～5

遺物なし
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グ リ ド名 北 緯 東  経 標  高
(m)

耐
ｍ

層 序 鵬
ｍ

火山灰の内容
文 化 遺 物

調査員
作業員

数
備 考

原石 石核 剥片 石器

ヨA-21

ツA-02

ツA-07

ツA-08

ツA-09

オA-04

ワA-08a

ワA-08b

～10/30(2日 間)

オB-01

～10/30(2日 間)

36° 09′ 32′
′

36・ 08'46′
′

36° 08′ 46′

36° 08′ 55

36° 08′ 54

36・ 09′ 42

36° 09'56′

138° 10′ 17′

138° 10′ 21

138° 10′ 26

138° 10′ 34

138° 10′ 34

138° 10′ 30′

138° 10′ 24

1,215

1.255

1.225

1,150

0,7
×0.

2× 1

I

I

Ⅲ

Ⅳ

1

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

V

Ⅵ

I

I

Ⅲ

Ⅳ

V

I

I

Ⅲ

Ⅳ

V

I

I

Ⅲ

I

I

Ⅲ

Ⅳ

V

Ⅵ

I

I

Ⅲ

I

Ⅱ

皿

Ⅳ

1

1

Ⅲ

Ⅳ

V

15

15

50

10～

20

40

15

15

60

10～

5

10

15

45

10～

25

40

5

5

15～

5

25

60～

5

15

5

5

25

15～

3

5

70～

25

25

50

60～

20

40

20

5

90

表土 (笹根)

褐色土

暗茶褐色ローム

暗黄褐色ローム

表土

黒色土

褐色土

漸移層

黄褐色粘質ローム

黄褐色砂質ローム

表土

黒色土

褐色土

暗茶褐色水性ローム

暗黄褐色水性ローム

表土

黒色土

褐色土

漸移層

暗黄色砂質ローム

表土

耕作土

褐色土混礫層

表土

黒色土

褐色土

漸移層

暗黄褐色砂質ローム

灰黄色砂礫土

表土

褐色土

花聞岩礫混水性ローム

表土

黒色土

褐色土

黄褐色砂礫層

表土

黒色土

褐色土

漸移層

黄褐色粘質ローム

|∞

18

12

8

12

3

1 1

14

15

1

4

森山

森山

森山

森山

森山

森山

森山

森山

森山他

2

2

2

遺物なし

取り上げ番号

遺物なし

遺物なし

遺物なし

遺物なし

児玉

取り上げ番号 1^‐5

―- 14 -―



グリッド名 北 緯 東  経 標  高
(m)

耐
ｍ

層 序 鵬
ｍ

火山灰の内容
文 化 遺 物

調査員
作業員

数
備 考

原石 石核 剥片 石器

0.30

1.1

1.15

ワA-08b

オB-01

オB-07

オB-08

オB-09

地質調査

オB-10

オB― H

オB-12

オB-13

ブB-07

ブB-08

ブB-09

36・ 09'10′

36° 09′ 06

36° 09′ 05

36・ 08′ 59

36° 08′ 56

36° 08'55

36° 08′ 49'

36° 08′ 52′
′

36° 08′ 49′
′

138° 10′ 42′

138° 10′ 42

138° 10′ 50

138° 10′ 51

138° 10′ 51

138° 10′ 45

138° 11′ 00′

138° 10'56′

138° 10′ 54′

1,255

1.275

1,285

1 280

2× 1

2× 1

Ⅵ

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

ｌ

ｌ

Ⅲ

Ⅳ

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

Ｉ

Ⅱ

皿

Ⅳ

Ｖ

ｌ

ｌ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

Ⅵ

Ｉ

Ｉ

30～

30

10

10

90～

20

20

70～

30

10

70

10～

15

65

20～

50

20

20

20

10～

20

25

10

20

55^シ

20

25

10

20

55^Ψ

30

30

15

10

25

20-

100～

20

青灰色砂礫層

耕作土

褐色土

漸移層

黄褐色粘質ローム

耕作土

漸移層

黄褐色粘質ローム

耕作土

漸移層

黄褐色粘質ローム

赤褐色粘質ローム

耕作土

黄褐色砂質ローム

暗褐色砂質ローム

耕作土

黒色土

褐色土

漸移層

黄褐色粘質ローム

耕作土

黒色土

褐色土

漸移層

黄褐色粘質ローム

耕作土

黒色土

褐色土

漸移層

黄褐色粘質ローム

耕作土

黒色土

褐色土

漸移層

黄褐色砂質ローム

黄褐色礫混ローム

耕作土 (埋土)

耕作土

1

2

1 10

5

10

13

2

2

2

森山他

森山他

森山

森山

児玉

酒井他

森山

森 山

森山

森山

森山

山

　
山

森

森

2

2

2

2

取り上げ番号 6～36

遺物なし

遺物なし

遺物なし

遺物なし

遺物なし

遺物なし
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グ リ ド名 北 緯 東  経 標  高
(m)

耐
ｍ

層 序 鵬
ｍ

火山灰の内容
文 化 遺 物

調査員
作業員

数
備 考

原石 石核 剣片 石器

ブB-10

ブB一 H
～n/17(2日 間)

ブB― H

ホB-29

新年度計画策定

オA-14

～5/1212日 間)

オB-15

ホA-27

～5/12(2日 間)

オA-14

36° 08′ 49′
′

36・ 08′ 52′
′

36° 08′ 43′

36° 09′ 02′

36・ 08′ 57′

138° 10′ 51

138° 10′ 44

138° 10′ 51

138° 10′ 44′

138° 10'39′

1,275

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

I

I

Ⅲ

Ⅳ

V

I

I

Ⅲ

Ⅳ

V

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

X

I

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

V

1

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

I

Ⅱ

I

I

Ⅲ

Ⅳ

V

Ⅵ

Ⅶ

10

10

70～

30

20

5

20

40～

30

20

30

20

60

5

15

20

5

5

25

25

5

15

20～

15

5

10

50～

40

85～

10

10

20

20

55

30

10～

褐色土

漸移層

黄褐色粘質ローム

耕作土

黒色土

漸移層

黄褐色粘質ローム

黄褐色砂質ローム

表土

黒色土

褐色土

漸移層

黄褐色粘質ローム

赤茶色粘質ローム

黄灰色砂質ローム

茶褐色砂礫層

褐色粘質ローム

黄褐色粘質ローム

混礫層

耕作土

黒色土

褐色土

漸移層

黄褐色ローム混礫層

表土 (笹根)

黒色土

褐色土

赤褐色水性ローム

耕作土

黄褐色粘質ローム

耕作土

黒色土

褐色土

漸移層

黄褐色粘質ローム

自パミス含砂質ローム

ob粒含砂礫層

2

2

2

2

3

2

1

2

10

5

8

3

18

1

3

3

3

2

8

1

1

2

2

2

3

5

10

14

20

10

20

20

２０

３

３

９

|"

1

4

100

130

4

14

140

7

1

10

1

5

10

|

4

児玉

大竹

大竹他

森山他

脚

森山他

森山他

森山他

森山

2

2

取り上げ番号 1～ 14

取り上げ番号 1～46

″   47～ 58

取り上げ番号 1～80

″   81～ 160

″  161～ 174

″  175～ 182

遺物なし

叫 嚇 号

1則

″    1～ 8

″       9-30

″   31～ 197

″  198～ 207
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グリッド名 北 緯 東  経 標  高
(m)

耐
ｍ

層 序 鵬
ｍ

火山灰の内容
文 化 遺 物

調査員
作業員

数
備 考

原石 石核 剥片 石器

5

5.14

5.19

5 20

5.21

ホA-27

オB-06

ツB-10

～5/13(2日 間)

ツB-10

オB-05

ホB-28

ホB-30

遺物整理

卜A-10

～5/2012日 間)

卜A-10

ヨA-24

36・ 09′ 10′
′

36° 08′ 49′
′

36° 09′ 12′

36・ 08′ 46′

36° 08′ 41′

36° 09′ 19′

138° 10′ 33′
′

138° 10′ 35′
′

138° 10'34

138° 10′ 49′

138° 10′ 50

138° 09′ 26

1.255

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

Ｉ

Ⅱ

田

Ⅳ

Ｖ

Ⅵ

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

ｌ

Ⅱ

皿

Ⅳ

Ｖ

Ⅵ

I

Ⅱ

皿

Ⅳ

V

Ⅵ

Ⅶ

I

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

20

25

10

20

30～

20

40

15

15

60

10～

25

10

20

20

15

30

20

20^―

30

5

25

50

50

25～

10

30

10

25

40

60

20^―

10

25

50

10～

表土

黒色土

褐色土

漸移層

黄褐色粘質ローム

耕作土

黒色上

褐色土

漸移層

黄褐色Xli質 ローム

白黄褐色砂質ローム

表土 (笹根)

黒色土

褐色土

漸移層

黄褐色水性ローム

耕作土

赤褐色土混砂礫層

黄灰色砂礫層

耕作土

褐色土

漸移層

黄褐色粘質ローム

赤褐色粘質ハードロー

自パミス含黄灰色砂質

表土

黒色土

茶褐色土

漸移層

黄褐色粘質ローム

赤褐色粘質ローム

茶褐色砂質ローム

表土 (笹根)

褐色土

暗褐色粘質ローム

黄褐色砂礫層

|∞

18

12

8

1

2

1

15

5

5

6

1

1

1

1別

5

10

10

2

2

6

1鰤

120

60

30

20

IЮ

2

1

3

IЮ

19

17

6

4

森山

森山

森

　

森

森山

森山他

lhr.lrfrE

i;rlr+ t.tJ

森山他

森山他

2

取り上げ番号 1～9

″   10～ 50

遺物なし

(森山 公一)
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l.地質的環境

(1)地質の概要

和田峠から男女倉谷にかけての地域は、良質な

黒燿石の原産地として知られている。この和田峠

から男女倉谷を含む霧ケ峰一帯は、フォッサ・マ

グナ中央部に位置し、その基盤岩は、新第二紀中

新世の緑色凝灰岩類および石英閃緑岩類よりなる。

緑色凝灰岩類は、松沢緑色凝灰岩 (山崎哲良・ほ

か,1976)と 呼ばれ、飯島南海夫 0ほか (1963)

の武石層、田中邦雄 0ほか (1962)の 守屋累層に

対比され、男女倉北東の大出山一帯に分布してい

る。松沢緑色凝灰岩を貫く石英閃緑岩類は、唐沢

石英閃緑岩 (山崎・ほか,1976)と 呼ばれ、男女

倉口から唐沢などに分布している。

松沢緑色凝灰岩及び唐沢石英閃緑岩を覆って、

塩峯累層 (MomOse,Ko et ol.,1959)に 属する火

山岩類が各地に分布する。これらのうち、長門町

鷹山一帯には、美ケ原―鷹山火山岩類 (山崎 。ほ

か,1976)に属するビッチストーンや流紋岩が分

布する。このビッチス トーンが、長門町鷹山北方

の星糞峠に散在する “黒燿石"の供給源と考えら

れるが、露頭での確認は出来ていない。

塩峯累層相当層を覆って、和田峠火山岩類 (諏

訪市教育委員会,1975)が、男女倉一帯、和田峠、

鷲ケ峰などに広く分布する。和田峠火山岩類は、

下部の和田峠流紋岩と上部の鷲ケ峰デイサイトに

区分されている (山崎・ほか,1976)。 和田峠流

紋岩は、和田峠から男女倉一帯に広 く分布し、黒

燿石を伴 う。黒燿石は、流紋岩溶岩の基底部や岩

脈の周縁急冷部に発達 している。流紋岩溶岩基底

部のものは、層厚が 5～ 10cmと うす く、球顆の

含有量も多 く、また、クラックが発達しているの

で、細か く割れてお り、石器の材料として適して

いるものは少ない。

球顆が少なく、均質で、石器の材料として、き

わめて良質の黒燿石は、火道部における岩脈状流

紋岩の周縁急冷部に産することが多い。山崎・ほ

か (1976)に よれば、火道は直径80～ 90mに達す

る。その火道中の岩体中心部は流紋岩からな り、

周縁部に向って、次第に、球顆に富む黒燿石から、

球顆の少ない黒燿石へと移化する。企業による黒

燿石の採掘は、このような火道部において行われ

ていることが多い。

黒燿石の噴出年代に関して、鈴木正男 (1980)

は、霧ケ峰の星ケ塔周辺のものは約126万～135万

年前、和田峠周辺のものは約71万～95万年前の 2

つのグループに分かれるとしている。また、この

両者は、ウランの含有量が異な り、和田峠周辺の

黒燿石の方が多い、としている。

第 2章 遺跡の環境

第 1節 自然環境
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2.地理的環境

本調査の対象地域となった長野県小県郡和田村

は、およそ次の範囲内にある。

東径 138° 07′  ～ 138° 16′ 03′
′

までの間。

(和 田村西端)研 口田村東端)

北緯  36° 03′  ～ 36° 08′ 48′
′

までの間。

(和田村南端)(和 田村北端)

したがって調査対象地域は和田村の南西であ り

最低標高677mか ら最高標高1,889mま での山岳地

から熔岩高地の高原状地形まで、およそ比高差

1,260mの 山林荒野、一部畑地であった。

東北流する和田川や男女倉川は、和田川となっ

て長門町落合と合流依田川となる。そしてやがて

武石村の武石川を集めて東流し、上田市大屋で千

曲川と合流する。調査対象地一帯はそれらの水源

域に属している。

本調査の目的はすでにふれたところであるが、

和田峠を中′いとする黒燿石原産地内の文化遺跡は

どのような現状にあ り、その関係は小地域内にお

いてどのような問題点を持つものであるかが焦点

であった。その仮 りに黒燿石原産地内遺跡と呼称

すると、この和田峠一帯を基点として北八ケ岳に

まで及ぶ分布状況にあ り、この地帯は中部高地長

野県を中信と南信を単位とし北信、東信を単位と

して三分する背稜山地にある。いわゆる南部は八

ケ岳山群からはじまり、北部は妙高山にまで及ぶ

地帯である。この地帯は新旧火山の見本市のよう

な景観をなすかと思えば、山頂や山麓に高原、所

によっては幼年期の侵蝕台地状をなし、その様相

は一様ではない。

本調査範囲一帯はその背稜山地の南部に属し、

南は霧ケ峰、北は美ケ原にはさまれた山地斜面、

河岸段丘、台地 (一部湿原を含む)に よって構成

されている。

黒燿石原産地点は調査前もすでに数多 く知られ

てお り、本調査によってもかなり数の増加を認め

られた。しかし黒燿石原産地点は基本的には基点

であるが採集地点では旧石器時代から縄文中期程

までなかった可能性が高い調査所見である。原産

地点から崩落転石となった状態のものを、沢筋で

採集し、時には周辺の川原、あるいは遺跡点であ

る段丘状などに持ち上げて製作工房となっている

気配である。そ うしたなかでも原材石の使用は一

様でなく、数 kmも 離れた原産遺跡の原材石を用

いていることも半J明 した。

和田峠一帯の黒燿石原産地はあまりにも有名で

ある。県内は勿論、県外からもその原石を用いた

遺跡は各時代を通じて非常に多い。人が動いたの

か、ものが動いたのか、この黒燿石原産地帯のも

つ課題は大きいものがある。

調査地域一帯は高木として二次林のカラマツに

ほとんどが覆われていて、低木にはグミ、コクア

ヤマボウシなど多様であって、その下は背たけ程

のクマザサが占めている場合が多い。自然林とし

ての針葉樹は標高の高いところはモ ミ類や トウヒ

が多く寒冷型であるがいたって少ない。広葉樹は

カバ類、ブナ類が多 く秋には紅葉が目立って美し

い。熔岩台地には湿原が発達しているが、その植

生は例外でなく豊かな湿生植物に覆われている。

とくに浅い春にふさわしいザゼンソウの群落は見

事である。

稜線は1,500～ 2,000mで 、人為的な山林限界と

なっているが、八島湿原、霧ケ峰、美ケ原へと続

いている高原状をなしている。
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男女倉谷及び和田峠周辺の歴史環境について概

観してお くこととする。和田峠を中′いとして諏訪

側には星ケ塔の黒燿石原産地点がある。この周辺

に、丁字沢、ホーロク、浪人塚遺跡などがあ り、

いずれも尖頭器を伴 うナイフ形石器を主とする時

期に属するものである。星ケ塔周辺では露頭から

黒燿石を採掘したとされる縄文後期から晩期の上

器を出す竪坑が注目されている。

和田峠周辺では、周知の遺跡は和田峠遺跡 (ビ ー

ナスライン道路敷内)、 和田峠 B遺跡 (同料金所

地点)、 東餅屋遺跡 (排土置場で壊滅)、 小深沢遺

跡 (ド ライブイン敷地)の 4遺跡が知られている。

しかし、中村龍雄氏の調査によると、和田山 I。

I遺跡群に統括でき、 I遺跡群の範囲には和田峠

を中心としてビーナスラインぞいに 6地点、 Ⅱ遺

跡群はその北方 ビーナスラインぞいに22地点を確

認できるとい う。これらはビーナスライン有料道

路建設に伴って、その道路敷の切羽から文化遺物

を採集することによって認められたものである。

ビーナスライン建設がいかに多 くの遺跡を破壊し

たかを知ることができる。東餅屋遺跡もその一部

を除いて、道路建設のための排土置場となりほぼ

壊滅したが、縄文早期の茅山期の資料が出土して

いたと言われる。他はほとんど旧石器文化終末期

の遺跡とみてよい。ナイフ形石器は比較的少量で、

尖頭器、細石刃及び細石刃核を出土する地点が多

い。鷲ケ峰の南方に存在する八島湿原の八島遺跡

も古 く調査された遺跡であるが、同様にして尖頭

器を特徴 とする遺跡である。湿原をめぐる遺跡群

として、鷹山遺跡群と多 くの共通′点を持っている

ことが注目される。鷹山遺跡群は、男女倉谷の東

南方で霧ケ峰車山の東方に位置する湿原をめぐる

盆地状の高原にある。湿原は中央部を流れる鷹山

川ぞいのかなりな面積を占めていたとみられ、遺

跡はその湿原にのぞむ丘陵上に展開しているのが

基本的である。古くは児玉司農武、宮坂英式の研

究があり、近年明治大学考古学研究室の調査が行

われ、現畑地に展開する遺跡分布状況は明らかと

なった。同鷹山遺跡群も、近くに星糞峠という黒

燿石原産地点を持っていることが認められ、その

所属する時期はナイフ形石器を主体とする時期か

ら、尖頭器を組成する時期、そして細石核を伴う

時期の中に存在するかに見られ、多くの共通点を

把握することができる。

男女倉谷はそうした中で遺跡数からすると18地

点が周知の遺跡である (第 4図 )。 そのすべての

遺跡から旧石器時代終末器の遺物が出上しており、

Ⅲ地点からは神子柴型石斧、M地点及びC地点か

らは有舌尖頭器が得られている。古手の土器の出

土は今のところない。F地点からは押型文土器、

C地点からは、第 5類土器とした縄文早期末男女

倉C式士器 (仮称)を中心としたものが出土した。

男女倉谷から得られている縄文時代の遺物は意外

に少なく、縄文中期終末期までの資料が他に散見

する程度であることは留意しておきたい。弥生時

代以降、古代までの資料はまったく出上していな

い。ただしF地点付近からは平安時代に属する土

師器片が若干採集されている。男女倉谷は明治10

年代、蚕種業の桑園経営の民家が出来る頃から人

影豊かになって来たものである。 (森嶋 稔)

第 2節 歴 史 環 境
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和田峠一帯の黒燿石原産地は、研究史において

も今日的意義をますますたかめつつある。とりわ

け石器原材としての黒燿石及び一帯における文化

遺物の研究は、考古学的研究を超え、理化学的研

究にまで展開し、いわば学際的研究の進展によっ

て、新しい認識を期待以上の成果として把握でき

る情勢に至ったことである。その成果は分布論的

課題や、編年論的課題に対して更に大きな理解を

与えることにもなった。従来より「和田峠産黒燿

石」として知られたものは、その成因によってい

くつかのブロックに細分化が必要であ り、その分

布にも中部高地周辺域における時間的・空間的課

題として、鮮明に印象づけることとなっている。

もう一つは近年俄かにクローズアップされている

いわば「男女倉型尖頭器」をめぐる技術論的型式

論的把握の、時間的・空間的展開の課題である。

それらの現代的課題を明らかにしようとする試み

は、黒燿石原産地における文化遺跡の在 り方の立

体的理解以外には成し得ないことも明確にな りつ

つあるのが、和田峠一帯なのである。

現代的課題の中には、もう一つの要素があるこ

とを認めざるを得ない。それは大型開発の波であ

る。和田峠一帯 も例外ではない。新しい村づ くり

の苦悩の中からそれらは企画化されて来ているこ

とが一般的である。保護・研究機関も又その苦悩

の中にあることも免れない。

和田峠産黒燿石と思われるものの分布が、かな

り広範囲にわたるものであると気づいたのは戦前

の事である。しかし、それらは、1945年 を境にし、

多岐に渡る研究対象として展開して来た。とりわ

け1949年、岩宿遺跡の発見によって、ローム層中の

黒燿石製石器に注目が集まった。遅れて 3年、1952

年諏訪市茶日山遺跡の発見は、中部高地のローム

層に熱い眼指しが注がれた。和田峠産の黒燿石と

無土器文化・プレ縄文文化・先土器文化 0旧石器

文化は研究者の研究意欲をにえたぎらせて来た。

小県郡大門村 (現長門町)の故児玉司農武氏が、

農事の間戟をぬって帰農開拓地である鷹山高原や

男女倉谷の畑地へ、採集路査を始めたのは1947年

頃からであったと言われた。土器片には興味がな

く、 もっばら黒燿石製の槍のようなもののみを

目当てに採集していたと語った。1955年『信濃史

料』第一巻のための調査に永峰光一 。麻生 優 0

樋 口昇一が、児玉司農武氏を訪れるに及び、俄に

その採集資料は注 目された。1957年に至って小林

国夫・藤沢宗平 。鈴木 誠を中′いとする「信州 ロー

ム研究会」は、和田峠 。男女倉谷の黒燿石産出地

に展開する男女倉遺跡群に、第四紀洪積世末期の

波田 (新期)ロ ーム層包含の文化遺物に追求の手

を、会員児玉氏とともに行った。1960年末まで 4

年間 5次、 5遺跡 (I・ Ⅱ・Ⅲ・ⅣoM―みつけ沢地

点)の調査を行い、その成果の概要を1964年「小

県郡男女倉遺跡一― その概要 と研究課題――」

『信濃』16-4に横田義章によって、また1972年

「男女倉一―黒燿石原産地帯における先土器文化

石器群――」が信州ローム研究会から刊行された6

また児玉司農武氏は、黒燿石産出地点星糞峠の西、

霧ケ峰の東に展開する鷹山高原にも同研究会と共

に追求の手をのばし、1961年第 I地点の調査を

行っている。その後、尖石考古館の官坂英式と共

第 3節 男女倉遺跡群の研究史
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に調査を続行し、1966年調査報告が行われている。

1972年男女倉A地点遺跡は畑地造成のため緊急調

査の必要が生じ、病気加療中の児玉司農武氏を団

長に和田村教育委員会が調査を行った。第 1集石

遺構は人頭大の礫石の周辺に腰かけ石と思われる

ものがあ り、石核が直列に並び、尖頭器片 。景J片

など構造的に検出されて注 目された。1974年 より

2年間、国道142号線新和田 トンネル有料道路建

設事業に伴 う事前の緊急調査は森嶋 稔・ソ‖上 元・

笹沢 浩・森山公一を中心に実施された。道路敷

予定地内の限定された調査ではあったが、男女倉

川右岸段丘上のB地点 (360ポ )。 C地点 (660ポ )・

D地点 (84ポ )・ E地点 (84ポ )・ F地点 (200ポ )。

I地点 (260ポ )、 土屋沢川右岸段丘上の J地点

(532ポ)OH地点 (276ポ)OG地点 (216ポ)の 9

地点が調査された。 B地点は高松沢の形成する小

扇状地でそのその扇端を男女倉川が洗 う段丘上に

位置し、信州ローム研究会が調査した第 Ⅱ地点と

高松沢をへだてて同一地形上に立地している。高

松沢は、高松山から急斜面で西流する男女倉川の

枝沢であるが、この沢筋にはやや気泡は入るが黒

燿石の良好な転石が得られる。 B及びⅡ地点は男

女倉谷段丘上遺跡群の典型的な黒燿石原産地タイ

プの遺跡であって、黒燿石の素材の獲得 (拾得)、

遺跡への持ち込み、素割、石核の製作、景J片 の景J

取、石器の製作等、いわば基本的な後期旧石器時

代に属する黒燿石製石器工房遺跡と認められるこ

とが明らかとなった。それはA・ 」地点でも明ら

かであって、 B地点は男女倉川左岸段丘上、A地

点はブドウ沢右岸段丘上、 」地点は土屋沢右岸、‐

本沢左岸の合流点段丘上であって、黒燿石の河床

転石を採取した石器原材とするという典型を構成

していると見ることができる。しかしそれらの遺

跡の中には、とりわけ下層部位に包含されている

石器群に、眼前の河床から採集したとは思われな

い諏訪側星ケ塔産の黒燿石製とおぼしきものも出

土するに及んで、素材の供給も一様でないことが

注目されて来た。石器素材が単に露頭から抜いて

来たものでなく、転石による脆弱部の景J落による

優良素材のみが石器素材にな り得ることを、旧石

器時代の採取者達は経験的に身につけていたと理

解される状況であった。石器工房遺跡群として注

目され続けてきたのである。

1975年『男女倉』の報告書が刊行され、その中

で「男女倉技法」なる石器生産技術を概念化した。

両面加工の尖頭器状ブランクから三次加工を行い

男女倉型ナイフ形石器、男女倉型彫刻器、男女倉

型掻器を生産したものと考えた。尖頭器そのもの

は同技法によらず生産されていたと見られたから

であった。今日この技法による石器は、中部高地

のみでなく、東北 。関東 0東海そして近畿の一部

にまで及ぶことが明らかとな り、俄然新しい課題

となって研究対象の中にある。男女倉型ナイフ形

石器、男女倉型有樋尖頭器、男女倉型尖頭器など

と呼ばれ、必ずしもその概念や呼称は一定しない

が、黒燿石製のナイフ形石器の展開の中で、どう

やら機能分化の現象として派生して来る初源的な

ものか、あるいはその展開の終末に位置するもの

が分離できるかの論議の行われている段階である。

いずれにせよ両面加工を基本とする尖頭器の去就

にかかわる主体性を持つ一連の技法であ り、石器

であることが明確にされるに至っている。

1989年 10月 、野辺山において「中部高地の尖頭

器文化」をテーマに長野県考古学会のシンポジウ

ムが開催され、多大の成果を上げた。特に男女倉

技法についての関心は発生期の尖頭器としての在
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り方に集中した。

1975年『男女倉』を刊行した段階で、先にふれ

た男女倉技法を概念化した。そして1978年 「男女

倉技法の周辺」 (中部高地の考古学 I)に よって

面的広がりについて言及した。しかしその後俄か

に注目をされた同技法は、幾つかの論考を生むこ

とになった。男女倉型掻器の存在については不確

かであることが指摘され、男女倉型ナイフ形石器

ヤま「男女倉型有樋尖頭器」とすべきであるとの提

言がなされた。機能形態学的分類と技術形態学的

分類混同が見られ、技術形態学的分類に統一すべ

きであるというものである。したがって、樋状

剥離 :フ ルーティングのある両面加工の尖頭器を

もって有樋尖頭器とするが、男女倉型と東内野型

があるので (渋川型を云々する向きもある)男女

倉型有樋尖頭器をその呼称とするのが一般的にな

りつつある。だが技術形態学的所見を優先するな

ら、①平面形②樋状剥離を包含するものとして

「男女倉型尖頭器」「東内野型尖頭器」とすべきで

はないかと考えている。ふ りかえってみると信州

ローム研究会が行った1957年の調査以来、男女倉

谷は重要な資料をつぎつぎに出していたことにな

る。第 5図はⅢ・Ⅳ OM地点遺跡の資料を摘出し

ておいたが、ナイフ形石器群と組成し、いわゆる

男女倉型尖頭器は出土していたのである。同じⅢ

地点では両面加工の尖頭器状のブランクを縦割に

するスキー状スポール様の技術の存在が確認され

ている。楔形石核につながる可能性も秘めていた

のである。しかしⅣ地点の上層や和田峠周辺から、

円錐形の細石核や細石刃は得られていたし、Ⅲ地

点上層では神子柴型石斧に属するものとその組成

する石器群も認識の中に入って来ていたのである。

M地点の有舌尖頭器、その後のC地点の有舌尖頭

器も加わって、ほぼ終末期の石器群は出揃ってい

たというのが正しい認識である。第 7図は、新和

田 トンネルにかかる調査の資料を摘出しておいた

が、 B・ 」地点に限定されている。 B地点は 1～

6の下層と7～ 19の上層、そして30～ 34の最上層

の 3つに分離できるらしく、 J地点はその間には

さまった形で確認できるかに見える。最下層に良

質な黒燿石による整った石刃技法による石器群が

あ り、その上にやはリナイフ形石器群に男女倉尖

頭器群がつ く石器群があるように思 う。30～ 34の

石器群はまさに大形の両面加エブランクと言える

ものであって、同様資料は近接遺跡の唐沢ヘイゴ

ロゴーロでも確認されている。33やヘイゴロゴー

ロ例を見ると縦割 り技法がある模様で、ブランク

との把握が正しいかと思われる。Ⅲ地点のスキー

状スポールかと見られるものと、共通した存在で

ある可能性が高い。ブランクの状態で流通した可

能性もあって、一様ではないものである。男女倉

一帯は風成 ローム、水つきローム、二次移動 ロー

ムとその堆積は単純でなく、層位的調査に適して

いない。斜面、段丘、テラスなどその様相が一様

な成立でない事をしめしている。その状況をいか

に克服するかは重要な課題であった。

その中で男女倉型尖頭器は標識遺跡として常に

重要な課題となって来たことは当然であった。発

生期の課題としての男女倉型尖頭器、終息期のそ

れとしての東内野型尖頭器は今後も息永 く論じら

れていくものと思 う。

今、和田村男女倉谷周辺、黒燿石原産地周辺は

ただならぬ情況下にある。開発の新しい波である。

保存の基本を探究し、研究の現代的意義の中で道

を確立せねばならない時点に遭遇していることを、

まずは認めざるを得ない段階なのである。
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第 3章 調

第 1節 地質学的調査

一一和田峠周辺の地形

1.和田峠周辺の地形と地質の概要

和田峠周辺には、和田峠流紋岩が広 く分布し、

各所に黒燿石を産する。和田峠は海抜1,500mを

越え、和田川は、この峠付近を源流としている。

和田川は、峠 より約 4 km下 流の観音橋では海抜

1,100mと な り、約 4 kmで 400mも 高度を下げてい

る。このように河川勾配が大きいために、観音橋

より上流の和田川ぞいには、河岸段丘の発達が悪

く、局所的に段丘状の緩斜面が形成されている。

これらの緩斜面では、明瞭な河川性堆積物は少な

く、角～亜角礫よりなる崖錐性堆積物が分布して

いる。東餅屋付近では、上記の緩斜面が、比較的

広 く分布し、火山灰が崖錐性堆積物と互層した り、

上を被っていることが多い。火山灰層中には、明

瞭な鍵層は爽在されず、緩斜面の形成時期を特定

することは困難であるが、風成火山層が30～ 100

cmほ ど推積していることが多いので、男女倉付近

のBl段丘とほぼ同時期と見なし得る。

東餅屋より約 l km下流の和田川右岸において、

ほぼ海抜1,400mに小規模な湿原が分布する。泥

炭層の厚さは、2mを越え、確認した地点では234

cmを こえた。泥炭層中には、明瞭な鍵層を発見で

きなかったが、花粉分析 (後述)に よると、完新

世初期から現在まで、泥炭層の形成が続いている。

地質と黒燿石――

2.和田川河床の黒耀石転石

観音橋より上流の和田川河床の現生堆積物中に

は、黒燿石の転石がきわめて多い。前の報告 (和

田村教育委員会,1991)で も述べたように、河川

堆積物中の黒燿石は、割れ易い部分は割れつくし、

新鮮で良質なものが多いことが特徴である。大き

さは、径10cmを こえるものは少ないが、コブシ位

の大きさ (径 7～ 8 cm)の ものは、比較的多い。

和田川河床は、今まで調査した限 りにおいて、和

田村内の河川中、黒燿石転石が最も多 く、かつ良

質で大形である (第 7図 )。 この理由は、和田峠

付近や和田川最上流部の両岸に、黒燿石原産地が

多いこと、和田川の勾配が大きく、侵食力・運搬

力が大きいので、継続的に、黒燿石転石が供給さ

れるためである。これらの点からみて、和田川河

床は、旧石器時代を通して、長期間、黒燿石の最

良の供給地であ り続けたものと思われる。和田川

に匹敵する場所として、和田峠西側の砥川上流と

東俣川上流が上げられる。 (酒井潤一 )
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3.熔岩台地湿原の花粉化石

熔岩台地の海抜1,400m前後に小湿原があ り(第

809図 )、 泥炭層が形成されている。湿原のほぼ

中央 (海抜1,400m)に 、深さ約240cmの トレンチ

を掘 り、花粉分析用に泥炭を採取した。試料は 3

cm間隔で、連続して75個採取した (男 女倉 I)。

I 火山ガラスの屈折率

試料69063057・ 51の 4試料に火山ガラスが検

出された。 4試料とも、火山ガラスは繊維状で、

屈折率はモー ドで1.497であった (第 10図 )。 また、

4試料ともに、火山ガラス30粒に 1粒の割合でバ

ブルウォール型のガラスが含まれてお り、屈折率

は繊維状のものよりは高 く、1.499～ 1.500を 示し

た。したがって、上記 4試料中には、 2種類の火

本調査地は、現生の湿原であ り、

湿原周辺のやや高い緩斜面には火山

灰層が分布し、旧石器遺物が爽在さ

れている。これらの点からみて、厚

さ約 3mと 推定される湿原堆積物は、

すべて、完新統の可能性が大きい。

したがって、試料69・ 63057051な

どの火山ガラスを含む層準は、完新

世中期のアカホヤ火山灰の層準にあ

たる可能性がある。しかし、屈折率

は、アカホヤ火山灰 (屈折率1.511～

1.512)よ りは低 く、一致 しなかっ

た。

Ⅱ 分析方法

(1)プ レパラートの作製方法

1.試料30～ 50gに10%KOH溶液を加え、

1日 放置。

2.60メ ッシュの飾をとおす。

3。 水洗 (12時間おきで数回)。

4.500GGコ ニカルビーカーで、lo%KOH

を加え湯煎 (7分 )。

5。 水洗 (90分 おき、20回以上)。

6.70%Znc12を 加え、遠′ら分離 (2回 )。

7.HFを 加え 1日 放置。

8.ア セ トリシス処理 (無水酢酸と濃硫酸の

9:1混合液で60秒湯煎)。

9.グ リセリンゼリーで封入。

10。 マニキュアで密封。

／
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′
‐
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

―- 30 -一



3□

20

10

0

男女倉 I-51

1        目
」         ■

:        =
:    豊
J    豊
:    豊
1    籠
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

:・
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

:・
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

:・
・ ・ ・

1.495  1.500   1.505

男女倉 I-57

3□

2□

10

□

3日

2□

10

□

) 1.505

第10図 火山ガラスの屈折率

男女倉 I-63

男女倉 I-69

1.500    1.505

3日

20

10

日
・

1・
・ ・ ・

1.495

-31-



轟

一

「

ヽ

ミ

ミ

0  10 20 30 40 50 60%

② 検 鏡

生物顕微鏡400倍で、樹木花粉 (AP)が200個

を越えるまで検鏡。各花粉タクサの出現比率は、

下記のように計算し、花粉ダイアグラムを作製し

た。

各タクサの花粉数 ×100

第11図 男女倉 Iの花粉ダイヤグラム

Ⅲ 検鏡結果

検鏡したプレパラー トからは、十分な数の花粉

化石が検出された。花粉ダイヤグラム (第11図 )

は、出現する花粉化石の特徴によって、下部から

上部へ、 A・ B・ C・ Dの花粉帯に区分される。

A帯 (試料71-61):P,cθα(ト ウヒ属 )、 Abiθ s

(モ ミ属)、 Tsagα (ツ ガ属)な どの針葉樹

が多い。針葉樹は上部ではやや減少する。

広葉樹はほとんど出現しない。

樹木花粉 =
(AP)

草本花粉 =
(NAP)

樹木花粉総数

各タクサの花粉数 ×100

樹木花粉総数+草本花粉総数
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C帯

B帯

A帯

B帯 (試料59-31):広 葉樹花粉が多く、特に、     D帯 (試料 9-1):Pjη asが高率を占め、

Qποrcas(コ ナラ属)が高率である。 このほ      Diploxylon型 が多 い。 Picοα,Tsttα は減

かに、Fαgas(ブナ属 )、 Casιαηθα(ク リ属 )、       少する。広葉樹 もやや減少する。草本では

Uttas― Zθルουα(ニ レ属、 ケヤキ属 )、 32ι %Jα      Gramiη οαθ(イ ネ科)が急増する。最上部で

(カ バノキ属)、 Aιη
“
s(ハ ンノキ属)な どの落      Crypιοmθγjα (ス ギ属)が急増する。

葉広葉樹を伴 う。

C帯 (試料29-11):Picθ α,Tsttα ,Qο rcas,B2-

ι
“

Jα が高率を占める。
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深

15,000
year

10.000
year

5,000
year

C
測定年代

C
測定年代

熙
0             5

深さ Depth

さ Depth

八島が原の“C年代測定 (金井・岩田,1968)

Ⅳ 古気候

A帯は、 Picθα,Tsagα ,Abicsな どの針葉樹が多

く、落葉広葉樹はきわめて低率であること、 B帯

よりFαgas(ブナ属)がかな り高率で出現するこ

となどから、最終氷期に引き続 く完新世初期の寒

冷な気候を示 しているものと推定される。矢野

(1981)の 、八島が原湿原の研究結果 (第 12図 )

と比較すると、A帯は約9,000～7,500年前を示す

ものと考えられる。

B帯は、 Picοα,Tsagα などの針葉樹が減少し、

Qacrcas,Fα gas,A:ηas,Bοιπ:α,Casιαηια, U:m as―

Zθ l々ουαなどの落葉広葉樹が高率を占めることか

ら、完新世中期の “縄文温暖期"にあたる。八島

が原湿原の研究結果 と比較すると、約7,500～

3,000年前を示すものと考えられる。

9,680± 1304手 B.P.10,000 υ'VυV上 ■υv Tり・■・

11,000               year

12,000年 B.P.

C帯は、再び Picοα,Tsttα ,Abjcsが増加するも

のの、Qacrcusな どの落葉広葉樹の比率が高 く、

B帯よりはやや冷涼な気候を示す。八島が原湿原

との比較から、約3,000～ 1,500年前の “弥生の冷

涼期"にあたる。

D帯は、1,500年前以降に属 し、 Diploxylon型

の Pjη 2s(ア カマツの可能性が大きい)の急増に

よって特徴づけられる。周辺地域での農耕が盛ん

になることにより、自然の植生が破壊され、 2次

林としてアカマツ林が拡大したことを示している。

最上部の試料 1では、 Cγ
"ι

οmerjα (ス ギ属)が

急増してお り、これは、明治時代後期以降のスギ

の植林拡大に対応している。

0(現在 )

500
△ トウヒ属 Pjcca

● ミズナラ属 Qacrcas

×アカマツ属 PJηas1,000

1,500

2,000

2,500

3.000
3,030± 110年 B.P.

火山灰層

VOlcanic ashes
5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

騨

％
八島が原の花粉分析 (堀 ,1938)

第12図 八島が原湿原の花粉分析 と
14c年

代 (矢野悟道 ,1981)
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4.OMホ A-2600Mツ B-0100Mホ B-25

地点の地質

本沢と土屋沢の合流点 より少し上流の段丘上

で、地質調査用の トレンチを掘 り、段丘堆積物を

観察した (第 14図 0第 15図のOMホ A-26)。 この

地点は、1990年の調査では、河床からの比高など

から Cl段丘としたところである (和 田村教育委

員会,1991)。 ところが、この地点付近からは、

以前から旧石器遺物の出土が知られ、本沢ぞいで

は主に、 Bl段丘に旧石器遺物が分布することと

矛盾していた。このほかの 2地点 (OMツ B-010

OMホ B-25、 ともに第14図・
!

第15図)を含めた調査結果は F

次のとお りである。

(1)Cl段丘と区分されて

いたOMホ A-26地点では、

現河床からの比高が数mしか

ないにもかかわらず、約105

cmの風成火山灰層が確認され

た。これは Bl段丘の特徴を

示すものである。その下位に

は、 うすい砂層と厚い亜角礫

層が分布する。亜角礫層は淘

汰不良で、亜角礫の大きなも

のは径数十cmを こえ、岩相か

らみて、土石流堆積物である。

同様な堆積物は、本地点より

やや上流の本沢右岸の Bl段

丘模式地や有料道路料金所西

側の崖でも観察される。また、

上記 Bl段丘模式地では、本

O             bU

第13図 地質調査用 トレンチ位置図
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B2段丘は、河川勾配の大きい支流・土屋沢より

供給された堆積物によって構成されているからで

あり、その最上部は Bl段丘の一部に、オーバー

(OMホ A-26)
Bl段丘

フローして堆積している (第 15図 )。

以上の点を訂正した段丘面区分図を、第16図に

(酒井潤一)

(OMホ B-25)
B2段丘

示す。

(OMツ B-01)
B2段丘

(cm;
(cm)

14

20

耕土

撹乱層

黄褐色
風化火山灰層

褐色水付き火山灰層
φ 2～ 10cmの安山岩 と亜角礫を
含む

細礫層
φ 3～ 5 cmの 安山岩 と3～ 5 mm

の角ばった黒曜岩片含む

粗粒砂
風化斜長石が日立つ

亜角礫層
淘汰不良 (上 石流 )

II冊層を
賓宵輔逓掌修で粘

ここか ら地下水が しみ 出 してい る

円礫層

亜角礫層

第14図 地 質 柱 状 図

腐植土

灰褐色シル ト

(水 つき火山灰か?)

耕土

埋土

平石含黒色土

亜角礫層 (土石流)

レンズ状火山灰

(cm)

25

40

50

２０

　

１５

　

２２

150

+

OM ２６
　

　

　

段

Ａ
　
　
　
　
Ｂ

ホ
！
―
―
―
―
Ｉ
Ψ

■
□

盛 土

シル ト

囲

囲

火山灰層

砂 層

□

□
第15図 土屋沢右岸の模式断面図
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5。 黒耀石の産状と採取方法

各種分析等に用いられた黒燿石のうち、遺跡か

ら出土したものを除 く試料の採取状況は下記のと

お りである。一般的に、黒燿石を露頭から直接採

取することは、かな り困難な状況にある。その理

由は、自然状態では、地表は土壌・植生・崖錐堆

積物などで厚 く被われてお り、自然の露頭はきわ

めて少ないからである。今回、黒燿石を採取した

A段 丘

C3段丘

囲
囃
目
□
□
□

駈

駈

旺

駈

Ｂ
Ｉ

Ｂ
２

Ｃ
ｉ

Ｃ
２

OMホ B-25

第16図 男女倉付近の段丘面区分図 (和 田村教育委員会,1991年一部改編 )

OMホ A-26

OMツ B-01

男

―- 37 -―





然の露出にさらされると、割れ目が入 り、小さな

岩片にな りやすいように見 うけられる。この点、

27ペ ージで述べたように、河床の転石は、河川に

}ギ

(キでヽ :ム|ギず _ヽ1こそ〆ヽ11

よる運搬の過程で、害Jれ易い部分は割 りつくされ、

割れ目のない、しっかりとした部分だけが残って

いることが多い。河原は、自然の選別を受けた良

質の原石が、たくさん、しかも継続して供給され

る条件を満たしているわけである。しかも河原は、

歩き易く、素手で簡単に拾えるなどの好条件もそ

なえている。旧石器時代の遺跡が、河川に近い段

丘上に分布することが多いのは、水という条件の

ほかに、石器原石の得やすさという条件も大きい

のではないだろうか。

〈原産地と確認された場所及び産状〉

火道 :② O⑬

火道の可能性高い :⑨
′・⑮・⑩・〇

火道と溶岩流 :④

溶岩流 :⑥・⑦ O⑩・②

溶岩流の可能性高い :⑤ o③

〈近くの原産地からの転石〉

③ :②からの転石

⑮と〇 :⑮からの転石

⑨と⑩ :⑨
′
からの転石

〈産状不明の転石〉

①・⑫ O⑭ O⑬ o⑩ O⑩

引用文献 (酒井関係)

矢野悟道編 (1981):霧 ケ峰の植物 諏訪市教育

委員会

和田村教育委員会 (1991):長野県黒燿石原産地

遺跡分布調査報告書 (男女倉谷)Ⅱ

(酒井潤一)
第17図 黒燿石の

採取地′点

(11は欠番)
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第 2節 考古学的調査

|.本沢地区

ホ  B 25

l fク  rt ホB25グ リッドは、本″(右ナ11の Bl

段所111の 畑1地に:設定された。本グリント・は段所J"

|'と そのノ
li成 の調査を目的に設定されたものて、

2× 4mの 1亀 1川のI〕」査を
′
丈施した。

2.|" 序 その層序は、 I層がナ|、1色 耕作 li層

(′各 11)、 1層がローム層 (客 11)、 Ⅲ層が黒色 11と

ローノ、混ビリのサ

"、

Ⅳ層が黒色 IJ"、 V層が漸移

層、Ⅵ層が汚れたローム層、Ⅶ層が礫の若 11混 ビ

第181渕  ホB25調 rl・ 開始

0                1m

I

Ⅱ

皿

IV

V

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅳ

黒色耕作土層 (客上)

ローム層 (客土)

黒色土・ ローム混層

黒色上層

漸移層

ロー′、層 (7与 )

礫混黄褐色ローム層

段丘礫層

1

第20ⅨI ホB25遺物分布図
第191刈  ホB25試枡1坑
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るlt褐色ローム層、Ⅷ層が段隋l礫

ナ

"で

ある。遺物の包合は、 Ⅱ層か

らⅧI"ま で確認されている。

3.遺 物 Ⅱ層からⅦ層にかけ

ては、ナイフ形石器 2点 (1・ 2)。

微小卿1離痕のある脚1片 1点・卸1片

29点・小原石 (3 cm未満の大きさ

のものて石器の素材とは成り難い

もの)22′で、tが |||liし た。

またプライマリーな包含てはな

いが客 11の I層において、刺サ124

点・微小卿1離痕のある卿|サ 11点・

イi核 1点 (3)が |||11し ている。

検出された遺物は80点全点とも

11耀 イiで ある (第 1表 )。

1は横長彙1片 を素材 とした 1側縁加 11の 切出形

第 1表 ホB25 出 lli■ 物肝1位別 ・覧表

ヾ
重

たイ位 ＼
I

H～ V‖

ナ
イ

フ
形

石
器

削
　
器

尖
頭
器

, ∃
2

|

ナイフ形イi器、 2は ナイ

然面打面のイi核てある。

フ形イi器のり
1ヽ 部、 3は 自

(堤 降 )

（
シ
マ
ー

Ｍ
判

片

礫

　

器

磨

イf

r,J T r; I r,;,

サ1 核 |イ 1

‐
―

―― ―

イ

　

鋤

―

　

イ

曇
ム

γ」231剰 ホB251111i遺 物

第211渕  ホB25調査中 第221渕 ホ B25深‖||′ノtr

0                 5 cm
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ホ A 26

1.位 置 ホA26グ リッドは、本沢左岸の堀内

喜美雄氏宅南の畑地に設定された (旧 J地点)。

本グリッドは段丘層序とその生成の調査を目的に

設定されたもので、 3× 3mの範囲の調査を実施

した。

2.層 序 その層序は、 I層が耕作上層、 Ⅱ層

が漸移層、Ⅲ層がソフ トローム層、Ⅳ層がノヽ―ド

ローム層、 V層がllt化流紋岩粒を含むハー ドロー

ム層、その ド層の深掘 りでは、Ⅵ層が安山岩の亜

0                 1m

第25図  ホA26調 査中

円礫を含む黄褐色水つき火山灰層、Ⅶ層が

安山岩の円礫を含む細礫層、Ⅷ層が斜長石

の風化物を含む粗礫層、Ⅸ層が安山岩と流

紋岩の亜円礫層である。

3.遺 物 本地点においては、 I層から

Ⅳ層下部にかけて遺物の包含が確認されて

いる。そのなかで、 ローム層の遺物包合の

ピークをとらえるため、重量別の遺物の垂

直分布図を作成してみた (第29図 )。 重量

のクラスは、10g未満・50g未満 。50g以

Lて ある。この図を ‐瞥すると、特に50g

以上の大形遺物がピークをもって存在して

いることが理解される。さらに現場での所

見も加味して考えると、Ⅲ層中部とⅣ層上

l 耕作上層

]漸 移層

冊 ソフ トローム1層

IV ´ヽ― トローム層

V 風化流紋岩粒含
′ヽ― トロ ーン、層

(以 下深掘 り)

第24図  ホA26調査開始
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第26図  ホA26遺物分布図
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部の二か所にピークをもつことが

とらえられた。よってその文化層

が 2枚に分離される可能性も考慮

されよう。ただ、時期の示準とな

る遺物が貧弱なうえ、遺物の接

合・個体別分類等が進展せず、ま

た狭い面積の調査であることもあ

いまって、遺物の個々については

文化層の分離の判断が困難であっ

た。したがって遺物についてはと

りあえずは文化層の分離の考慮を

反映させず、各層位毎に一括して

扱った。

次に遺物の平面分布についてみ

ておこう。無論きわめて狭い面積ではあるが、若

干の分布の偏 りが見受けられる。図にみるように、

大形の石核 。原石類は大きく■つの分布に分かれ

る傾向があ りそうである。

出上石器は、269点あ り、全点黒耀石である。

各層位ごとの内訳は第 2表に示してある。

I層 第30図 1は尖頭器の基部、 2は小形の削

器である。

Ⅱ層 3は石錐、第32図 16・ 17は石核である。

Ⅲ層 第30図 4は男女倉型尖頭器の肖1片、5。 6

は削器、7は微小剥1離痕を有する剥片てある。8～

15は背面に自然面を残す縦長景1片である。

第32図 ～第37図 18～ 38は石核である。いずれも

5～ 10cm前後の黒燿石の亜角礫を素材としている。

打面は、平坦な自然面をもつものは、それをその

まま利用し自然打面としているものも多い (21・

22・ 23・ 30。 31・ 34)。 単一の象1離面打面をみせ

るのは、19。 24・ 26・ 27な どである。打面調整が

認められるものは33・ 36のみで少ない。稜形成な

l   第29図  ホA26 Tlli別 石器重
"′

三分布I渕    |

どの石核調整もほとんどされず①原石からlr,接求1

片求1離がなされる、といった状況を示すイf核が多

いのが特徴てある。また、②卿l片紫1離があまり進

行しない段階て放棄されている石核が多いのも特

徴である。刺離されているのは 11に縦長求1片で、

いわゆる小 11面 から象」離されるものも日につ く

第271劇  ホA26深掘前i清掃
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(33～ 35な ど)。 ③基本的には単設打面で、作業面

転移のなされるものは少ない。

第38図 42■ 43044は原石である。さきにみた石

核の大きさから推定される原石のサイズとはぼ一

致する大きさである。

なお、Ⅲ層の石器群は、男女倉型尖頭器の削片

の出土をもって、当該期の石器群と認識すること

がで`きよう。

Ⅳ層 第38図 39040041は石核である。このう

ち40041はⅣ層上部で、さきのものとは別の文化

層を構成する可能性がある。・

以上、出土石器を概観してみた。その中の傾向

として、①石核・原石類の出土がきわめて多い

②石核では景J片景J離があまり進行しない段階で放

棄されているものが多い、またこれに呼応して、

③景J片では背面に自然面を残すものが多い ④成

品類の出土が少ないこと、があげられる。このこ

とは本地点が (狭い面積の調査ではあるが)、 原産地

遺跡の性格をよくあらわしている事実といえよう。

(堤 隆)
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0                 5 cln

Ⅲ層第31図  ホA26出土遺物② (12～ 15)

ヽ

第 2表 ホA26 出土遺物層位別一覧表

器 種

層位

ナ
イ
フ
形
石
器

尖
頭
器

削

　

器

掻

器

彫
　
器

石
　
錐

細
石
刃
石
核

楔
形
石
器

ハ

ン

マ

ー

礫

　
器

磨

　

石

Ｍ
剥
片

Ｒ
剥
片

削

　

片

剥
　
片

石
　

核

原

　

石

石
　
鏃

土

　

器
計

I 1 1

1

1 1

IV

V

二
一一“ l 1
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0                  5 cfn



0                  5 cln

ホA26出土遺物④  Ⅲ層② (21～ 25)
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0                  5 cln

第34図  ホA26出土遺物⑤  Ⅲ層③ (26～ 28)
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9           ,cln

第35図  ホA26出土遺物⑥  Ⅲ層④ (29～ 32)
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0                  5 cln

第36図  ホA26出土遺物⑦  Ⅲ層⑤ (33～ 35)
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9                           1 cm

第37図  ホA26出土遺物③  Ⅲ層⑥ (36～ 38)
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第38図 ホA26出土遺物⑨  Ⅲ層⑦ (42～ 44) Ⅳ層 (39～ 41)
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ホ A 27 ．
∝
９

●

＜１０
９

。
＜

I 耕作土層

Ⅱ 黒色土層

皿 褐色土層

Ⅳ 漸移層

V 黄褐色粘質
ローム層

Ⅵ 砂礫含
砂質 ローム層

Ⅶ 砂礫層

第39図  ホA27遺物分布図

1.位 置 ホA27グ リッドは、本沢左岸で土屋

沢との合流点に設定された (旧 」地点そば)。 本

グリッドでは、 2× lmの範囲の調査を実施した。

2.層 序 その層序は、 I層が耕作土層、 Ⅱ層

が黒色土層、Ⅲ層が褐色土層、Ⅳ層が漸移層、 V

層が黄褐色粘質ローム層、Ⅵ層が砂礫を含む砂質

ローム層、Ⅶ層が砂礫層である。

第 3表 ホA27 出土遺物層位別一覧表

|

第40図 ホA27重量別遺物分布図

3.遺 物 本地点においては、 I層からⅥ層下

部にかけて遺物の包含が確認されている。そのな

かで I層からⅢ層にかけては一括して遺物を取り

上げ、 ドット処理しなかった。さて、そこでロー

ム層中の遺物については、その包含のピークをと

らえるため、ホA26地点と同様な重量別の遺物の

垂直分布図を作成してみた (第 40図 )。 重量のク

ラスは、10g未満 050g未満 。50g以上である。

この図を見ると、特に50g以上の大形遺物が三

つのピークをもって存在していることが理解され

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

　

Ｖ

●

瑶■革。厚
「ご■やθQ

器 種

層位

ナ
イ
フ
形
石
器

尖
頭
器

削

　
器

掻

　
器

彫
　
器

石
　
錐

細
石
刃
石
核

楔
形
石
器

ハ

ン

マ

ー

礫
　
器

磨

　

石

Ｍ
剥
片

Ｒ
剥
片

削

　

片

剥

　
片

石
　
核

原

　
石

石
　
鏃

土
　
器

訓
‐

I・ II 1

1 1

IV～ VI 1 1

訓
´

1 1 1 1 1 555
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る。Ⅳ層下部とV層中部 。V層下部の二か所であ

る。よってその文化層が 3枚に分離される可能性

も考慮されよう。ただ、時期の示準となる遺物が

混在しているうえ、遺物の接合・個体別分類等が

進展せず、また狭い面積の調査であることもあい

まって、遺物の個々については文化層の分離の判

断が困難であった。したがってホA26地点と同様

遺物についてはとりあえずは文化層の分離の考慮

を反映させず、各層位毎に一括して扱った。

なお、遺物の平面分布 (第39図 )については、

若干の偏在はみてとれそ うである。

出土石器は、555点 あ り、各層位ごとの内訳は

第 3表に示してある。

I層 第42図 1は黒燿石の男女倉型尖頭器であ

るが全体にラフな状態の加工が見受けられるため

未成品である可能性が考えられる。 2は黒燿石の

ナイフ形石器 (?)、 3は安山岩の景1片である。

Ⅱ層 4は黒燿石の削器、 6は安山岩の剥片て

ある。 5は、男女倉型尖頭器 (筆者は報告の統一

呼称に則ってこの呼称を用いる)であるが、右肩

がくの字状にカーブし左右非対称な器形をみせて

いる。むしろ筆者の言う「東内野型有樋尖頭器」

(堤1989)の範疇で理解されるものであろ う。こ

のタイプの尖頭器の出土は、男女倉遺跡群では初

見である。その素材はガラス質安山岩であ り、他

からの搬入品とみられる。

Ⅲ層 第42図 7は黒燿石の尖頭器で片面に自然

面を残している。 8はガラス質安山岩の象J片であ

る。

Ⅳ層 第43図 9は黒燿石の稜柱形細石刃石核で

ある。

V層 第43図 10。 11は石核で、10は黒燿石、11

はチャー トを素材としている。12は加 L痕を有す

るガラス質安山岩の景J片である。13は黒燿石の男

女倉型尖頭器で、下半部を欠損する。樋状景1離は

左肩に入れられ、右の調整象J離がそれを切ってい

る。14は黒燿石の男女倉型尖頭器の肖1片、15は黒

燿石の掻器である。 16・ 17は背面に自然面を残す

縦長剥片である。

第44図 18～23は石核である。 5～ 7 cm前 後の黒

燿石の亜角礫 もしくは円礫を素材としている。打

面は自然打面のものが多い。

第44図 24は小形の原石である。

Ⅵ層 第44図25は背面に自然面を残す縦長求1片、

26は加工痕を有する景1片である。いずれも黒耀石。

さて、さきには大形遺物が三つのピークをもっ

て存在していることがとらえられた。ここで層f立

ごとにみた指標遺物を検討してみると、ことにⅣ

層までは、細石刃石核と尖頭器との層位的逆転な

どの現象もみられ、小形遺物にあってはプライマ

リーな層準を保ちえていないことが予測されよう。

第41図  ホA27完掘地層

―- 55 -―

(堤 隆)



I層 (1～ 3) Ⅱ層 (4～ 6)
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第43図  ホA27出土遺物②  Ⅳ層 (9) V層 ① (10～ 17)
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ホ B 28

0                1m

I 耕作 t層

‖ 黄褐色土混
黄灰色砂礫層

Ⅲ 黄灰色砂礫層

l              l

第45図  ホB28調査グリッドⅨI

1.位 置 ホB28グ リッドは、本沢右岸のブド

ウ沢との合流点の段「
1に設定された。本グリッド

では、 2× lmの範囲の調査を実施した。

o                  5cm

2.層 序 その層序は、 1層が耕作 |:層 、 Ⅱ層

が黄褐色 11を含む黄灰色砂礫層、Ⅲ層が員灰色砂

礫層である。

3.遺 物

遺 物 は

I・ Ⅱ層ま

で出上して

ヽヽる。

出土石器

は、26点 あ

る。

1層 第

47図 1は黒

燿石の石核

である。 2

は黒燿石の

ナイフ形石

ヘ

Ｒ

Ｉ‐

＝

＝

倒

ッ

第461剰  ホB28試掬1坑

_                         3

第47区| ホB28出 11遺 物 (1～ 3)
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第 4表 ホB28 出土遺物層位別一覧表

器種

層位

ナ
イ
フ
形
石
器

尖
頭
器

削

　
器

掻

　
器

彫

　
器

石

錐
´

細
石
刃
石
核

楔
形
石
器

ハ

ン

マ
ー

礫

　
器

磨

　

石

Ｍ
剥
片

Ｒ
剥
片

肖1

片

剥

　
片

石
　
核

原

　

石

石
　
鏃

土

　

器
計

I 1 4 1

1 1

計 1 4 2

器である。

ホ B 29

1.位 置 ホB29グ リッドは、本沢右岸の Bl

段丘上に設定された。本グリッドでは、 2× lm
の範囲の調査を実施した。

2.層 序 その層序は、 I層が耕作土層、Ⅱ層

が黒色土層、Ⅲ層が褐色土層、Ⅳ層が漸移層、V

層が黄褐色ローム混じりの礫層である。

Ⅱ層 3は黒燿石の石核である。 (堤 隆)

3.遺  物 I～ V層 まで出上している。

出土石器は、134点ある。

Ⅱ層 第50図 1～ 3は黒燿石の剥片、 4は頁岩

の剥片で、いずれも折損している。 5は黒燿石の

石核である。 (堤 隆)

I

Ⅱ

正

~Ⅳ

・   V

I 耕作土層

Ⅱ 黒色土層

Ⅲ 褐色土層

Ⅳ 漸移層

V 黄褐色 ローム混
礫層

:

第48図 ホB29調査グリッド図
第49図  ホB29完掘状況
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第 5表 ホB29 出土遺物層位別一覧表

器種

層位

ナ
イ
フ
形
石
器

尖
頭
器

削

　

器

掻

　
器

彫

　

器

石
　

錐

細
石
刃
石
核

楔
形
石
器

ハ
ン
マ
ー

礫

　

器

磨

　

石

Ｍ
剥
片

Ｒ
剥
片

削

　

片

剥

　
片

石
　
核

原

　

石

石
　
鏃

土
　

器
計

I

1

Ⅲ～V 1

計 1

第50図  ホB29出土遺物 (1～ 5)

B 30

1.位 置 ホB30グ リッドは、本沢右岸の Bl

段丘上の′ヽウスわきに設定された。本グリッドで

は、 2× lmの範囲の調査を実施した。

2.層 序 その層序は I層が耕作土層、 Ⅱ層が

褐色土層、Ⅲ層が漸移層、Ⅳ層が黄褐色粘質ロー

ム層、 V層が赤褐色ハー ドローム層、Ⅵ層は白色

パ ミスを含む黄灰色砂質ローム層である。

3。 遺 物 出土石器は、19点ある。

0                 5 cln

第51図  ホB30出土遺物

第51図 1はⅣ層出上のガラス質安山岩の景J片で

―- 61 -―

ある。 (堤 隆)



0                1m

|

第52図 ホB30遺物分布図

第 6表 ホB30 出土遺物層位別一覧表

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

　

Ｖ

Ⅵ

耕作 t層

褐色上層

漸移層

黄褐色粘質
ローム1吾

赤褐色′ヽ― ドローム層

白色パ (ス 含
黄灰色砂質 ロータ、層

I

皿   Ⅱ

」  |  

―

V

Ⅵ

第53図  ホB30地層断面
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フ
形

石
器

尖
頭
器

削

　

器

掻

　

器

彫
　
器

石
　
錐

細
石
ガ
石
核

楔
形
石
器

ハ
ン
マ
ー

礫

　

器

磨

　
石

Ｍ
刺
片

Ｒ
刺
片

削

　

片

刺
　
片

石
　
核
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イ

石
　
鏃

|

I 2

IV 1 1

計
‐

2
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2.ブ ドウ沢地区

ブ B 09

1.位 置 ブドウ沢右岸 標高1,280m

2.層 位  I層 黒色耕作土 層厚約15cm

Ⅱ層 褐色土 層厚約 5～ 10cm

Ⅲ層 漸移層 層厚約 5～ 10cm

Ⅳ層 黄褐色粘質ローム 層厚65cm～

3.遺 物 本試掘坑から総数37点の遺物が出土

している。層位別にその内訳をみると I～ Ⅲ層

からは槍先形尖頭器 1点、石核 2点、景J片 5点、

原石 (ズ リ石)9点が、Ⅳ層からは景J片 14点、

原石 (ズ リ石)6点が出土した。最深遺物はロー

ム層中45cm。 (森山公一)

0                 1m

I 黒色耕作土層

]褐 色土層

皿 漸移層

Ⅳ 黄褐色粘質 ローム層

第54図  ブB09遺物分布図

ごゝ

0                 5 cln

第55図  ブB09出土遺物
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第 7表 ブB09 出土遺物層位別一覧表

器 種

層位

ナ
イ
フ
形
石
器

尖
頭
器

削

　
器

掻

　
器

彫

　

器

石
　
錐

細
石
刃
石
核

楔
形
石
器

ハ

ン

マ

ー

礫

　
器

磨

　

石

Ｍ
剥
片

Ｒ
剥
片

肖」

片

争1

片

石
　
核

原

　

石

石
　
鏃

土

器
計

～ ⅢI 1 2 9

IV 6

計 l 2

ブ B 10

置

位

位

層

１
　
　
２

I 耕作七層

Ⅱ 黒色土層

皿 漸移層

lⅣ
 婆騒言晋魯警倉

V 白色流紋岩粗粒含

黄褐色 ローム層

第57図  ブB10遺物分布図

ブ ドウ沢右岸 標高1,275m

I層 耕作土 層厚約30cln

Ⅱ層 黒色土 層厚約20cln

Ⅲ層 漸移層 Ⅱ層によって撹乱を

受けているようであまり明確

でない。層厚約 5 cm

第56図  ブB09地層断面

Ⅳ層 黄褐色ローム 流紋岩の亜角

礫を含む、層厚20cm

V層 黄褐色ローム 白色流紋岩粗

粒を多量に含む。層厚47cm～

3.遺 物 Ⅵ層以下の遺物の分布状況は、試掘

坑北半部では上部に比較的集中している。一方南

半部ではⅣ層からV層にかけて散漫に分布する。

最深遺物はローム層中約35cm。

I～ Ⅲ層中からは楔形石器 3点、石核 2点、剥

片39点、ハンマー 1点、原石15点の計60点が出土

した。ハンマーは安山岩製で、上下両端に敲打痕

が認められる(第59図 5)。 Ⅳ oV層からは槍先形

尖頭器未成品 2点、掻器 1点、小剥離痕のある剥

片 1点、石核 3点、景1片 40点、原石 2点の計49点

0                1m
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が出土した。いず

れも黒燿石製であ

る。

第59図 6・ 10は

槍先形尖頭器未成

品、 7は掻器に分

類したが楔形石器

の破片とも考えら

れる。 8は石核で

あるが、自然面の

あ り方からみてあ

まり景J片 は取られ

たようではなく、

楔形石器の初期段

階のものともみら

れる。

(森山公一)

o                  5cln

第58図  ブB10出土遺物① Ⅱ層 (1～ 4)

第 8表 ブB10 出土遺物層位別一覧表

器種

層位

ナ
イ
フ
形
石
器

尖
頭
器

削
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掻

　
器

彫
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錐

細
石
刃
石
核

楔
形
石
器

ハ
ン
マ
ー
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器
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石

Ｍ
剥
片

Ｒ
剥
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片

剥

　
片

石
　

核

原

　

石

石
　
鏃

土
　
器

訓
‐

～ ⅢI 3 1

IV・ V 1

`

1

計 1 1 1
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ブ  B
1.

2.

位 置 ブドウ沢右岸 標高1,250m

層 位 I層 表 土 層厚約30cm

Ⅱ層 黒色土 層厚約20cm

Ⅲ層 褐色土 層厚約30cm

Ⅳ層 漸移層 層厚約15cm

V層 黄褐色粘質ローム 白色流紋

岩粗粒を多量に含む。層厚約50cm

Ⅵ層 赤茶色ローム 層厚約 5 cm

Ⅶ層 黄灰色砂質ローム 白色流紋

岩粒を多量に含む。層厚約10cm

Ⅷ層 茶褐色砂礫層 円礫を多量に

含む。層厚約20cm

Ⅸ層 褐色粘質ローム 層厚約 5 cm

X層 黄褐色粘質ローム

I 表土層

Ⅱ 黒色土層

Ⅲ 褐色土層

Ⅳ 漸移層

V 白色流紋岩粗粒混
黄褐色粘質 ローム層

Ⅵ 赤茶色 ローム層

Ⅶ 白色流紋岩粒混
黄灰色砂質 ローム層

Ⅷ 円礫混
茶褐色砂礫層

Ⅸ 褐色粘質 ローム層

X 黄褐色粘質 ローム層

iX :

第60図  ブBH遺物分布図

層厚 5 cm～

3.遺 物 本試掘坑では、 Ⅱ層からⅧ層にかけ

て535点 とい う多量の遺物の出土をみた。特筆

すべきは、東壁よりⅣ層最上部において、赤化

した安山岩の礫がまとまって出土してお り何ら

かの遺構と考えられる。礫の下部は漸移層の中

I

Ⅶ

Ⅷ

第 9表 ブB ll 出土遺物層位別一覧表

器 種

層位

ナ
イ
フ
形
石
器

尖
頭
器

削

　
器

掻

　
器

彫
　
器

石
　
錐

細
石
刃
石
核

楔
形
石
器

ハ

ン

マ

ー

礫
　
器

磨

　

石

Ｍ
剥
片

Ｒ
剥
片

削

　

片

剥

　
片

石
　
核

原

　

石

石
　
鏃

土
　

器
詞
´

1 l 1 2

1

IV 1

V 6 1 1

VI

1

計 1 1 1
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でも比較的しっかりしたロームに食い込むよう

に出上しており、旧石器時代の所産である可能

性は非常に高い。また遺物もこのⅣ層が一番多

い。最深遺物はローム層中約80cmであった。

535点 の出上遺物のうち、Ⅳ層以下から出七

した遺物は286点で、その内訳は槍先形尖頭器

5点、槍先形尖頭器未成品 2点、両面加工体未

成品 3点、掻器 1点、楔形石器 1点、小景1離痕

のある剥片 1点、スポール 1点、石核15点、剥

片242点、原石15点であった。第64～66図 に示
第61図  ブBH調査地点

第62図  ブBH調査状況 第631Xl ブBH完掘状況

参考 :第 Ⅲ地点出 llの 石器

―△
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第64図  ブ B ll出 土遺物①   Ⅱ層 (1～ 11) Ⅲ層 (12・ 13)
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9                           ,cm

第65図  ブB ll出 土遺物②  Ⅳ層 (14) V層 (15～ 25)

一- 70 -―



⌒

31
0                 5 cln

第66図  ブB ll出 土遺物③  V層 (26～ 31)
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3.土屋沢地区

｀
ソ  A

1 表土層 (笹 根 )

Ⅱ 黒色 |:層

Ⅲ 褐色土層

Ⅳ 漸移層

V 黄褐色粘質 ,一 ノ、層

ll 白色風化流紋岩合
黄褐色砂質 ロータ、層

|

第67図  ツA02遺物分布図

1.位  置 ツA02グ リッドは、t屋沢左岸の

段丘上に設定された。本 グリッドでは、標高

1,255mの雑木林中に 2× lmの範囲の調査を

実施した。

2.層 序 その層序は、 I層が笹根の入る表 t、

Ⅱ層が黒色上、Ⅲ層が褐色上、Ⅳ層が漸移層、

み出 Lし ている。 I～ Ⅳ層からの遺物はみられ

ず、 V層中位に並ぶようにして大形の石核が検

出された。

出 L石器は14点で、13点が石核である。

V層 第69。 70図 1～ 13は石核である。いず

れも7～ 8 cm前後の黒耀石の板状角礫を素材と

している。打面は、平坦な自然山iを もつ もの

は、そのまま利用し打面としているものが多い

(1～ 5。 7・ 10。 12)。 単 ・の剥離面打面をみ

せるのは、 9。 13の 2点。打直i調整が認められ

るのは 6・ 8・ Hの 3点 と少ない。稜形成をし

V層が黄

褐色粘質

ローム層、

Ⅵ層が自

色風化流

紋岩粒を

大量混入

する、黄

褐色砂質

ローム層

である。

3.遺 物

遺物は

V層での
第68図  ツA021式掬1坑

第10表 ツA02 出土遺物層位別一覧表

器種

層位

ナ
イ

フ
形

石
器

尖
頭
器

削

　
器

掻
　
器

彫
　
器

石
　

錐

細
石
刃
石
核

楔
形
石
器

ハ
ン
マ
ー

礫
　
器

磨

　
石

Ｍ
剥
片

Ｒ
判
片

削

　

片

脚

　

几

石

　

核

＝

　

イ

石
　
鏃

ｉｔ
　
器

「

V 1

言十 1
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て石刃剥離を行 う石刃石核は認められず、①原

石から直接景J片剥離がなされる ②景J片を 1～

3回剥離した段階で放棄されている ③基本的

に単設打面、であるが、作業面転移のものは

8・ 11の 2点がある。原石を縦長と横長とに使

いわけている。横長のものが多 く、素材を縦に

して用いているのは、 5～ 709の 4点である。

原石の原産地推定は漆黒系の土屋沢が 5点、

和田峠西のものが 3点、それぞれ好んで用いら

れていることに注意したい。和田山遺跡におい

ては、漆黒系の和田峠西の原石を多用している

が、男女倉谷においては本地点で確認された。

(森山公一)

|

〇

参考 :第 I地点出土の石器
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o                  5cln

第70図  ツA02出土遺物②   (8～ 13)
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θ
/

ツ  A 05

0                1m

I 表土層 (笹根 )

]黒 色土層

皿 褐色土層

Ⅳ 風化流紋岩粒含
再堆積黄褐色 ローム層

V ローム混礫層

第71図  ツA05遺物分布図

第72図  ツA05試掘坑

1.位  置 ツA05グ リッドは、土屋沢右岸の

段丘上に設定 された。本 グリッドでは、標高

1,370mの雑木林中に 2× lmの範囲の調査を

実施した。

2.層 序 その層序は、 I層が笹根の入る表上、

Ⅱ層が黒色上、Ⅲ層が褐色土、Ⅳ層が風化流紋

岩粒を多量に含む再堆積性の黄褐色ローム層で、

V層はローム混じりの礫層である。

3.遺 物  I・ Ⅱ層で出上している。Ⅳ層以下

一
　卿

3

ツA05出 土遺物 (1～ 3)

は再堆積性 ロームのため、遺物の出土はみられ

ない。

出土石器は、15点である。

Ⅱ層 第73図 1は加工ある剥片。 2は剥片の

一部に刃部を作出した掻器状石器、 3は楔形石

器でいずれもその風化状態は縄文時代のもので

―- 76 -―

ある。 (森山公一)



第H表 ツA05 出土遺物層位別一覧衣

器種

層位

ナ
イ

フ
形

石
器

尖
頭
器

削

　

器

掻

　
器

彫

　

器

石
　

錐

細
石
刃
石
核

楔
形
石
器

ハ
ン
マ
ー

礫
　

器

磨

　

石

Ｍ
剥
片

Ｒ
判
片

削

　

片

剥

　
片

石

　

核

原

　

石

石

　
鏃

■1

器
副

^

1 7 7

1 1 1 5 8

計 1 l 1

‐    ・ ■22

a '.20

0                 1m

｀
ソ  B

I 耕作 上層

H 黒色土層

Ⅲ 褐色土層

Ⅳ 漸移層

V 黄褐色粘質 ローム層

Ⅵ 風化白色流紋岩粒混
黄褐色砂質 ローム層

|                    |

第74図  ツB10遺物分布図

1.位 置 ツB10グ リッドは、 L屋沢右岸の段

丘_L(1日 K地点)に設定された。本グリッドで

は、標高1,240mの 畑地に 2× lmの 範囲の調

査を実施した。

2.層 序 その層序は、 I層が耕作上、 Ⅱ層が

黒色上、Ⅲ層が褐色土、Ⅳ層が漸移層、 V層が

黄褐色粘質ローム、Ⅳ層が風化した白色流紋岩

粒を大量混入する黄褐色砂質ローム層である。

3.遺 物  I～ V層まで出 11し ている。各層と

も堆積が厚 く、 IoⅡ 層の黒色系土は数十cm、

Ⅲ層の褐色 Lは40cmを計る。Ⅳ・ V層の粘質ロ

ームは40cmほ どであるが、旧石器時代の遺物が

集中して出七する。Ⅵ層の砂質ロームに入ると

遺物の出 たはみられない。

出上石器は、全点黒燿石で306点 である。各

層位ごとの内訳は第12表に示してある。

I・ I層 第76図 2・ 3は紡錘形の楔形石器で

ある。 2については下端部からの剥離が 8回行わ

れている。 4・ 5は両面加工体の石器で、先端部

第75図  ツB10試掘坑
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第12表 ツB10 出土遺物層位別一覧表

器 種

層位

ナ
イ

フ
形
石
器

尖
頭
器

削

　

器

掻

　

器

彫

　

器

石
　

錐

細
石
刃
石
核

楔
形
石
器

ハ

ン

マ

ー

礫

　

器

磨

　

石

Ｍ
剥
片

Ｒ
剥
片

削

　

片

剥

　

片

石
　

核

原

　

石

石
　

鏃

土
　

器
計

I
1

IV 1 1

V 1 6

一〓
ロ 2 2 1 1

は製作中に折損している。 6は石鏃である。前期

と思われる土器片も表採されている。

Ⅲ層 第76図 7・ 8は星 ヶ塔産の亜角礫の黒燿

石を素材に、掻刃部のみ作出している。 9010は

亜角礫の平坦な自然面を打面とした石核である。

第76077図 11～ 14は星 ヶ塔産の球状礫である。13

に小剥離がみられる他は、加工がみられない。

Ⅳ層 第77図 15は星 ヶ塔の良質な黒燿石を用い

た、先刃掻器である。18019は石核である。共に

亜角礫の自然面を打面とし、縦長の景J片 を不規則

に景J離 している。16は星 ヶ塔産黒燿石の稜柱形細

石刃石核である。 9回の細石刃を景J出 している。

V層 第78図 21に和田峠西産を用いている他は

全て星 ヶ塔産の黒燿石である。

20～ 22は石核である。 7～ 8 cm前後の黒燿石の

亜角礫を素材とし、20022は打面調整された打面

より、縦長景J片 の連続景J離が行われている。23は

両面加工体で、自然面を多 く残し、製作中の折れ

と思われる。24～ 26は、星 ヶ塔産の球状礫である。

参考 :G地点出土の石器

0                     5 cm

(森山公一)
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Ⅲ層① (7～ 11)I・ Ⅱ層 (1～ 6)
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第76図  ツB10出土遺物①



|

ハ

第77図  ツB10出土遺物②  Ⅲ層② (12～ 14) Ⅳ層 (15～ 19)
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第78図  ツB10出土遺物③  V層 (20～ 26)
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4.男女倉川地区

オ B 01

1.位 置 オB01グ リッドは、男女倉川右岸に

合流する高松沢の左岸段丘上に設定された。本

グリッドでは、 2× lmの範囲の調査を実施し

た。なお、本地点は旧B地点の東側に位置し、

標高1,150mに ある。

2.層 序 その層序は、 I層が笹根の入る表土、

Ⅱ層が黒色上、Ⅲ層が褐色土、Ⅳ層が漸移層、

V層が黄褐色粘質ローム層、Ⅵ層が青灰色砂混

じりの礫層である。

3.遺 物 I～Ⅵ層まで出土している。 I層か

らⅥ層にかけて遺物の包含が確認されている。

剥片・原石の出土は I層からⅢ層にかけて多く

みられる。

出土遺物は124点で、出土石器は全点黒燿石

である。各層位ごとの内訳は第13表に示してあ

る。

10Ⅱ 層 第81図 102は、大形剥片の一端

0                 1m

I 表土層 (笹根)

Ⅱ 黒色土層

Ⅲ 褐色土層

Ⅳ 漸移層

V 黄褐色粘質 ローム層

Ⅵ 青灰色砂混礫層

|

第79図  オB01遺物分布図

に掻刃部を作出した掻器である。 4は剥片の折

れ面に使用痕が認められる。 5・ 6は原石面を

背面に残す石核で、風化の状況から縄文時代の

ものと思われる。

朔
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第13表 オB01 出土遺物層位別一覧表

器種

層位

ナ
イ
フ
形
石
器

尖
頭
器

削

　
器

掻

　

器

彫
　
器

石
　
錐

細
石
刃
石
核

楔
形
石
器

ハ
ン
マ
ー

礫

　
器

磨

　

石

Ｍ
剥
片

Ｒ
剥
片

削

　

片

剥

　
片

石
　

核

原

　
石

石
　
鏃

土
　

器
計

I

1 1

IV 5

V 1

VI 1

一〓
ロ 1 1
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Ⅲ層 第81図 7は原石の平坦面を打面として

2度の打剥を試みた剥片石核である。

Ⅳ層 Ⅳ層からは剥片と原石のみで石器の出

土はみられない。

V層 第82図 8は掻器で、背面に原石面を残

す大形剥片の一端に掻刃部を作出している。 9

は左側縁に調整を加えた削器である。10～ 12は

石刃状剥片でいずれも右側縁に刃こばれがみら

れる。13・ 14は石核である。13は高松沢産と思

われる黒燿石の亜角礫を素材としている。平坦

な自然面を打面としている。14は打面調整をし

た石角で、多くの縦長剥片を連続剥離している。

このよう

に原石面

を残さず

剥出した

石核は当

遺跡群で

もその出

土量が少

ない。

(森 山公一
)

第80図 オB01地層断面

0                  5m

第81図 オB01出土遺物①  I。 1層 (1～ 6) Ⅲ層 (7)



0                 5 cln

第82図  オB01出土遺物②  V層 (8～ 14)
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オ B 05

0               1m

I 表土層 (笹 llt)

]黒 色土層

皿 褐色土層

Ⅳ 漸移層

V 風化流紋岩粒合
再堆積性黄褐色
ローム層

第83図  オB05調査グリッド図

1.位 置 オB05グ リッドは、男女倉川右岸の

B2段丘上に設定された。 本グリッドでは、標

高1,205mの雑木林中に 2× lmの範囲の調査

を実施した。

2.層 序 その層序は、 I層が笹根の人る表土、

1層が黒色上、Ⅲ層が褐色上、Ⅳ層が漸移層、

V層が風化流紋岩粒を含む、再堆積性の黄褐色

ローム層である。

3.遺 物  I・ Ⅱ層まで出 Lし ている。 ローム

層中よりの遺物の出 上はみられなかった。

第14表  オB05 出土遺物層位別一覧表

|||七 石器は、 2点である。

Ⅱ層 第85図 1は両面加工石器の基部のもので

製作中での折れである。 2は亜円礫の片山iのみ

調整加可:し た剥片石核である。 2点 とも
'lヶ

塔

産と思われる良質の黒燿石て、その風化状態か

らみて縄文時代のものと考えられる。

(森山公 )́

第841渕

子義 ll
オ B05,式抑1坑

出土遺物層位別一覧表
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オB08(4)オ B o9(5～ 8)

オ B15(11・ 12)



オ B 06

0                1m
表土層 (lp根 )

黒色 土層

褐色土層

漸移層

黄褐色粘質 ローム層

第86図  オB06遺物分布図

1.位 置 オB06グ リッドは、男女倉川右岸の

B2段丘 Lに設定された。 本グリッドでは標高

1,205mの雑木林に 2× lmの範囲の調査を実

施した。

2.層 序 その層序は、 I層が笹根の入る表上、

Ⅱ層が黒色 上、Ⅲ層が褐色上、Ⅳ層が漸移層、

V層が黄褐色粘質ローム層である。

3.遺 物 遺物はⅢ oⅣ層で出上している。

出上石器は 3点である。

Ⅱ層 第85図 3は良質の角礫を素材とした石核て、

他の 2点 も同様な石核である。剥片 。原イi・ 他の

石器の出上はみられなかった。  (森 山公 )́

参考 :B地点出 11の 石器

Ｉ
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Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

皿
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第87図  オB06試掘坑

第86図

第15表 オB06 出土遺物層位別一覧表

器種

層位

ナ
イ
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形
石
器

尖
頭
器

削
　
器

掻

　
器

彫
　
器

石
　
錐
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刃
石
核

楔
形
石
器
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ン
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礫

　

器
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石
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片
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片

剥
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イ

石
　
鏃
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器

2 2

IV l 1

計 3 3
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オ B 08

0                1m

耕作土層

漸移層

黄褐色粘質 ローム層

第88図 オB08遺物分布図

1.位 置 オB08グ リッドは、男女倉川右岸の

Bl段上の旧 I地点の東に設定された。本グリッ

ドでは、標高1,235mの畑地に 2× lmの範囲

の調査を実施した。

2.層 序 その層序は、 I層が耕作上、Ⅱ層が

漸移層、Ⅲ層が黄褐色粘質ローム層である。

3.遺 物 遺物はⅡ層の漸移層より剥片少量と

石核が出上している。

出土石器は、 1点である。

Ⅱ層 第85図 4は良質の角礫を素材とした石核

である。平坦な自然面を打面とし、縦長剥片を連

続剥離している。 (森山公一)

第89図  オB08試掘坑

第16表 オB08 出土遺物層位別一覧表

器 構

層位

ナ
イ
フ
形
石
器

尖
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削
　

器

掻
　
器

彫
　
器

石
　
錐

細
石
刃
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楔
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ハ
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マ
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礫
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Ｍ
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オ B 09

♀          lm

耕作t層

漸移層

黄褐色粘質 ローム層

赤褐色 ローム層

1.位 置 オB09グ リッドは、男女倉川右岸の

段丘 Lに設定された。本グリッドでは標高1,240

mの畑地に 2× lmの範囲の調査を実施した。

2.層 序 その層序は、 I層が耕作上、 Ⅱ層が

漸移層、Ⅲ層が黄褐色粘質ローム層、Ⅳ層が赤

褐色ローム層である。

3.遺 物 遺物は I～ Ⅲ層で出 Lし ている。Ⅲ

層 L部からは、小深沢系の黒燿石で、 下部から

のものは和田峠 Fl‐ 系の漆黒色黒耀石を素材とし

ている。

出土石器は 4点でいずれも石刃状剥片である。

I層 第85図 6は石刃状剥片である。

Ⅲ層 第85図 5。 7・ 8は石刃状景1片で、 3

点とも小深沢系の黒燿石を素材としている。こ

れに対して、Ⅲ層下部からの剥片は、和田峠西

系の漆黒色黒燿石を多く素材としている。

(森山公一)

ｌ

Ⅱ

冊

Ⅳ

第91図  オB09試掘坑

第17表 オB09 出上遺物 lly位別一覧表

器 種
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石
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十

m

オ B 13

I 耕作十層 (客 十)

Ⅱ 黒色七層

Ⅲ 漸移層

Ⅳ 風化白色流紋岩粒混
黄褐色粘質 ローム層

第92図  オB13遺物分布図

1.位  置 オB13グ リッドは、男女倉川右岸

の段 FI上に設定された。本 グリッドでは標高

1,210mの畑地に 2× lmの範囲の調査を実施

した。

2.層 序 その層序は、 I層が客上した耕作上、

Ⅱ層が黒色 L、 Ⅲ層が漸移層、Ⅳ層が風化した

白色流紋岩粒を大量に混入する黄褐色粘質ロー

ム層である。

3.遺 物 遺物は I層のみで出上している。

出上石器は 1点で他は縄文時代の剥片と原石

若干がある。

第93図  オB13調査地点

Ⅱ層 第

85図 91ま

縦長剥片

の右側縁

に掻刃部

を作出し

た縄文時

代の削器

である。

旧石器時

代の遺物

はみとめ

られない。

(森山公一)

第94図  オB13試掘坑

第18表 オB13 出土遺物層位別一覧表
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イ
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Ｍ
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片
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原

石
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1 1 5 2
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オ  A

誌   ~

0                1m
|

１

ｌ

Ⅲ
I 表Jl層 (笹 根 )

Ⅱ 黒色上層

Ⅲ 褐色 1:層

Ⅳ 流紋岩礫混
再堆積性赤褐色 ローム層

第96図  オA14試掘坑

第85図 10は良質の黒燿石景1片である。 |||イ f器

時代の遺物はみられない。   (森 山公 ・
)第95図  オA14遺物分布図

1.位 置 オA14グ リッドは、男女倉川左岸の

C段丘上に設定された。本 グリッドでは標高

1,210mの カラマツ林中に 2× lmの 範囲の調

査を実施した。

2.層 序 その層序は、 I層が笹根の入る表上、

Ⅱ層が黒色上、Ⅲ層が褐色 L、 Ⅳ層が流紋岩礫

の大量混入するll~堆積性の赤褐色ローム層であ

る。

3.遺 物 遺物はⅢ層で出 11し ている。

出 七遺物は、粂1片が 5点ある。

第19表 オA14

5 cm

参孝 :B地点出 11の ィf器

曰
⌒

4

出土遺物層位別一覧表

-91-



オ  B

.H  十

L_____T___――」
m

村1作 ll嬌

黒色 Ii層

員褐色粘質 ロ

|

第971対  オ B15遺物分布図

1.lN/ 置 オ B15グ リッドは、りj女 倉川右ナ|:

の段隋i llに 設定 された。本 グリッドては標高

1,260mの 畑地に 2× lmの範囲の調査を実施

した。

2.層 序 その層序は、 1層が耕作 11、 Ⅱ層が

ナ|、t色 li、 Ⅲ層が員褐色府i質 ローム|"て ある。

3 遺 物 遺物はⅡ・ⅢI"て 出 11し ている。

|||11イ f器は、 3点ある。

出 lli■ 物層位別一覧表

Ⅱ・Ⅲ層 第85図 H。 12は
'llヶ

塔産の良質な

黒燿石を用いた石核てある。 111角礫を素材とし、

ヤl面は｀
「 坦な自然面をそのまま利用している。

卿1片景J離があまり進行しない段階のものてある。

(森山 公 ・
)

Cm 
参考

拳

Bl也メ|｀ |||卜 υ)ィ fント

I蘭7

＝
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ィf智 |
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Ｆ石
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楔
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5.和田川地区

ワ A Ol

|3/

◆

l tt L層

n 黒色土層

IIl 褐色漸移層

Ⅳ 黄褐色
粘質 ローム層

V 茶褐色
砂質 ローン、層

VI 褐色粘質 ローム層

:

第99図  ワA01遺物分布図

1.位  ilVi 不口田り|1地 区のグリット・名は和田川の

上部から ド流に向って番号をつけていて、その左

岸域、舌状丘陵上の上部平坦面に設けている。 2

×lmの範囲で調査を実施した。標高約1,370m

である。

2.層  序 その層序は I層表上、Ⅱ層黒色土層

で、Ⅲ層は褐色の漸移層である。Ⅳ層 として把握

したのは黄褐色の粘質ローム層で、以 下V層茶褐

_ゝ___¬____一」
m

第101図  ワA01調 査状況

第100図  ワA01調査地点 第102図  ワA01試掘坑
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色砂質ローム、Ⅵ層褐色粘質ローム層となる。

3.遺 物 遺物はⅣ層とV層中に出 ltてお り

総点数は12点である。すべて黒櫂石製て、Ⅳ層に

は 3のナイフ形石器と楔形石器が 1点ずつある。

いずれも大形で、 1のイi核や 2のよ1片 もそのあり

ワ  A

0                1m
1

表 ll瞬 (褐 色 )

黒色 L層

漸移欄 (褐色 )

黄褐色 ローノ、層

Ⅳ

第104図  ワA02遺物分布図

1.位 置 試掘坑 ワA02は、 ワA01よ りも下方

300mの和田川左岸台地 11に設定した。2× lmの

グリッドで、河床からは10m程の比高差がある。

標高は約1,330mである。

方をとどめている。

V層内には黒燿石の原石類とやや小ぶ りの刺サ|

が出上しているのなである。

ATテ フラと思われるガラスは検出てきなかっ

た。              (森 山公 ・
)

2.層 序

層序はお

よそ 4層に

分かれ、 1

層が表 11、

Ⅱ層が黒色

11である。

皿層は漸移

層で褐色を

里する。Ⅳ

層は押し出

しと見られ

る大石を含

む黄褐色の

ローム層で、押し出し安定後の降灰が想定される。

3.遺 物 遺物はⅢ層とⅣ層内より出 Lし 、ほ

とんどが同性格のものである。第103図 4は縦長

の剥片であるが一部に転石1面をのこすもので黒燿

―

＝

Ⅲ

Ⅳ

第21表  ワA01 出上遺物 |百 位別一覧表

/

第105図  ワA02試勒1坑
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第22表 ワA02 出土遺物層位別一覧表

石製、Ⅳ層出上。 5～ 7は皿層出上の黒燿石製で

あるが、 5は多面体をなす楔形石器である。上部

尖端部に刃こぼれ状の小剥離がみられるものであ

る。 7は石核の調整剥片のようで、片面は転石面

に覆われている。

他に転石面ののこされている剥片が多く、特に

Ⅲ層に集中して検出される。原石も準大の転石が

見られ、和田川の河床から拾得されたまま残存じ

た気配である。 (森山公一)

ワ A 03

0                1m

表土層

褐色上層

礫含黄褐色 ローム層

1.位 置 ワA031ま ワA02グ リッドより更に和

田川の下流域ほぼ250m程のやや広い傾斜地を選

定した。和田川左岸域で、 2× lmの グリッドで

ある。標高約1,310mで ある。

2.層 序 I層は表土層で、 Ⅱ層は褐色の漸移

層となり、Ⅲ層は押し出しとみられる人頭大の礫

を含む黄褐色の火山灰質ロームである。

3.遺 物 遺物の総点数は58点である。

I層内からも縄文時代のものと思われる剥片や

未成品が得られている。第103図 13は黒耀石を素

材とした石鏃の未成品で、左脚部が欠けている。

又14は掻器状の小形石器であるが、石鏃の未成品

Ｉ

Ⅱ

皿

器種

層位

ナ
イ
フ
形
石
器

尖
頭
器

削

　

器

掻

　

器

彫
　

器

石
　
錐

細
石
刃
石
核

楔
形
石
器

ハ
ン
マ
ー

礫

　

器

磨

　

石

Ｍ
剥
片

Ｒ
刺

片

削

　

片

剥

　

片

石
　

核

原

　

石

石
　
鏃

Jl

器
計

1 1 3

IV 1 1 1 4 7

計 2 2 7

第106図  ワA02出 土状況

「 ./1F・ .∴

…  r iB◆ ◆1・ ?° 1

第107図  ワA03遺物分布図
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と見られないこともない黒燿石である。

Ⅱ層に 2点、Ⅲ層に 7点の楔形石器が検出され

ているのが特筆される。共に多面体で、概して最

大幅1.2cm、 長さ2.5cm以 ドの小形品が多いのが71

意される。

この種の石器が確実に新期ローム中から検出で

きることに留意されるが、必ずしも普遍性を認め

られたわけではない。その用途、いわば石器とす

第23表  ワA03 出

べきか、そ

うでないの

かの原点に

もどってこ

の種の石製

品の再検討

を必要とし

ていること

は事実であ

ろう。

しかしこ

の種の石製

品を仮 りに

楔形石器と

しておくが、その去就を求めるためにこの地域の

あり方も充分にその役割を果たすことになるもの

と見られる。星糞峠鞍部て集中して採集がてきる

こともつけ加えておきたい。   (森 山公 ・
)

第108図  ワA03調 査地点

第109図  ワA03:武掘坑

11遺物層位別―
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ワ A 04

・・
 :/

0                 1m

I 黒色土層

Ⅱ 漸移層 (褐色 )

IIl ロ ー ム 層

第110図  ワA04遺物分布図

1.位 置 和国川左岸域で国道142号線の接待

地点 11を ワA04と し、国道をへだててその下側を

ワA05グ リッドとした。 2× lmの範囲である。

共に北方からは り出す支尾根のやや広い舌状台地

をなしている。 ワA04の標高は約1,250mで、 ワ

A05の標 I葛 は約1,240mで ある。

2.層 序 ワA04は、 I層黒色t層、 Ⅱ層褐色

漸移層、Ⅲ層火山灰 ローム層でかなり安定した層

序である。

3.遺 物

遺物は I

層中から検

出されはじ

め、Ⅱ層に

及んでいる。

定形的な石

器は出上し

ていないが、

Ⅱ層の漸移

層中から、

多31121]2

の石核が 1

点得られて

いる。 6面の景1取が見られ一部に転石面をのこし

ている。打面が最終的に調整されたようで、それ

ぞれの打点を切っている。打面の最終調整は鋭角

ではぼ50度である。打面を調整した段階でこの石

核は廃棄されたものと言える。Ⅱ層出上の大きめ

の景1片 (1)も 転石面をそのままのこしており、 2と

共通性がある。他の景1片 も同様にして自然面をの

こすものが多いのも、ワA02な どと共通し、転石

面や自然面を景1取 し、遺棄されていることがわか

る。転石面や自然面、節理面の強くのこされてい

第111図  ワA04試掘坑

第24表 ワA04 出土遺物層位別一覧表
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0                 5m

第112図  ワA04出 t遺物 (1・ 2)

る石核は、本格的に縦長剥片の連続剥l取のための

前段階にあるものと言えるが、ここではその行為

ワ A 05

0                1m
|

I 表土層

]黒 色土層

皿 黄褐色 ローン、層

がわかる資料として石核の仲間に加えて理解して

おくこととする。        (森 山公一)

第114図  ワA05試掘坑

1.位 置 和田川左岸で国道142号線の接待地

点上をワA04と し、国道をへだてて、その下側を

ワA05グ リッドとした。 2× lmの範囲で調査を

行った。共に北方から張 り出す支尾根のやや広い

舌状台地をなしている。 ワA04の標高は約 1,250

mで、ワA05の標f奇は約1,240mである。

2.層 序 層序は、 1層表土層、 Ⅱ層黒色上層、

ｇ

ο

．

第113図  ワA05遺物分布図
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Ⅲ層黄褐色ローム層である。漸移層とみられるも

のは見受けられない。Ⅱ層内には人頭大の礫や拳

大の礫が混じっていてやや荒れている。

3.遺 物 人工遺物とみられるものはⅡ層中か

ら検出されている。

石核も景J片 もすべて黒燿石であるが、遺物とす

ることができるものはすべて転石面、又は自然面

を持っている。 1～ 3はその好例であって、一面

ないし至数面の景J離痕のほかは、すべて転石面か

自然面である。

こうしたあり方はこの地域の特徴であって、こ

こが拾得採集した黒燿石の一次的な加工地点とい

える色彩を濃厚に表現している。出土点数は若干

少なめであるが、地域の性格を明確に表わしてい

る。それは転石になったものを拾得することから

始まり、皮である転石面あるいは自然面を剥ぎ取

ることにある。その過程の

転石面を持つような生産物

は、必要な生産物ではなく

遺棄された可能性が高い。

検出される資料は少なく

ともそのありようを表して

いるものである。

(森山公一)

第115図  ワA05出土遺物 (1～ 3)

0 5cm

第25表 ワA05 出土遺物層位別一覧表

器種

層位

ナ
イ
フ
形
石
器

尖
頭
器

削

　
器

掻
　
器

彫
　
器

石
　
錐

細
石
刃
石
核

楔
形
石
器

ハ

ン

マ

ー

礫
　
器

磨

　

石

Ｍ
剥
片

Ｒ
剥
片

削

　
片

景J

片

石
　
核

原

　
石

石
　
鏃

土
　
器

計

1 1 1

計 1 1
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ワ A06 aOb

0                1m

1 表土層

□ 黒色 li層

Ⅲ 漸移層

Ⅲ-1 礫層

Ⅲ-2 砂礫層

Ⅳ 粘質ローム層

Ⅲ-1

皿-2

第H6図  ワA06a遺物分布図

1.位 置 接待地点の北東にまわ り込んだ傾斜

面を選定して約30m間隔で 7A06-a・ bの 2つ

のグリッドを、 2× lmの範囲で設定 した。標

高は aグ リッドが約1,230mて 、 bグ リッドが約

1,235mで ある。

2.層 序  I層が表上層、 Ⅱ層が黒色土層でⅢ

層が暗褐色の漸移層である。Ⅳ層以下にローム層

が見られ、粘質ローム層となっている。Ⅲ層とⅣ

層の間にⅢ-1礫層、Ⅲ-2砂礫層がはさまって

いる。Ⅳ層堆積後に不整合の時間があったもので

あろう。

3.遺 物 aグ リッドからは尖頭器を中′いとし

たものが、 bグ リッドからは石核を中心としたも

のが得られている。第118図 1は掻器状であった

が尖頭器の製作途中の破損品で、 2・ 3は尖頭器

の基部折れと尖頭器の製作途中のポイントフレー

クであろう。 5の削器もある。石器 [房的である。

bグ リッドは転石面を持った石核と、縦長剥片に

よって占められている。

素材の黒燿石に異なりがみられ、 aが良質、 b

は気泡があって質は悪い。

(森山公 ・
)

第H7図  ワA06a出 11状況

.。
2.03 :・

第26表  ワA06a 出土遺物層位別一覧表

器 種

層位

ナ
イ
フ
形
石
器

尖
頭
器

削

　
器

掻

　

器

彫
　
器

石
　
錐

細
石
刃
石
核

楔
形
石
器

ハ
ン
マ
ー

礫
　
器

磨
　

石

Ｍ
剥
片

Ｒ
剥
片

削

　
片

剥
　
片

石
　

核

場

　

イ

石
　
鏃

上

　

器

1 1

2 1 1 4

計 2 1 1 1 5
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第118図  ワA06aob出土遺物  ワA06a(1～ 5)
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表上層 (笹 根)

流紋岩礫合黒色土層

流紋岩礫合
再堆積ローム層

:

第H9図  ワA07調査グリッド図

1.位 置 和田側を更に400m程下った左岸域

の、右岸の広 く開けた地点を選定して本グリッド

ワA07を設定した。この地点も同様にして和田側

に向って張 り出した舌状の台地端にあたっていて、

川床までは10m程である。標高約1,190m。

2.層 序 表土層を I層 とし、 Ⅲ層は親指大の

流紋岩礫を含む黒色上で、Ⅲ層は同様な礫を含む

水成堆積のローム層であった。強く水成堆積を示

しており、表層以外遺物は認められなかった。

3.遺 物 I層中から打剥痕のある彙1片が見つ

かっているのみでⅡoⅢ層からは検出されなかっ

た。だがこの地点が再堆積地点とすると、 I層 内

出土の資料

も所属する

時間を限定

することは

できない。

身3120E図 1

は黒燿石製

の器種を特

定しがたい

石器である

が、彫器で

あったかも

しれない。

又 2・ 3は

小形ながら

楔形の石器

と思われる

ワ A 07

「

‐
S―錢
―

L_____「 ___一 Jm

第121図  ワA07調 査地点

第122図  ワA07試掘坑
第120図  ワA07出 土遺物 (1～ 3)
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第27表 ワA07 出上遺物層位別一覧表

才:力量

層位

ナ
イ
フ
形
石
器

尖
頭
器

削

　

器

掻

　

器

彫

　

器

石
　
錐

細
石
刃
石
核

楔
形
石
器

ハ
ン
マ
ー

礫

　

器

磨

　

石

Ｍ
剥
片

Ｒ
刺
片

削

　

片

剥

　

片

石

　

核

原

　

石

石
　
鏃

■

　

器

I 3

3

が確かではない。 1には 部́に転石面をのこして

ワ  A 08b

I 表上層

Ⅱ 黒色土層

Ⅲ 褐色 ローノヽ層

IV 茶褐色砂礫層

第123図  ワA08b遺物分布図

1.位 置 観音沢の和 III川 と男女倉川の落合を

「歴史の道」へ若
「

入った地点に a地点を設定 し

たが、表 11 3 cmと 浅 く、その 卜は人為的な撹乱が

拷しく放棄した。標高1,H5mである。 したがっ

て、100m程入った観性音群の近 くに b地点を

設定 し調査を行った。 2× lmの範囲で標高は

1,120m程である。

いることが特徴であり、注意しておきたい。

(森山公 ・
)

2.層 序

I層表土

層、 Ⅱ層黒

色 11層 、皿

層褐色のロ

ーム層、Ⅳ

層は茶褐色

の水成砂礫

層てある。

Ⅲ層は風成

のロームで、

Ⅳ層が形成

された時に

大形の礫の

混入があったものと見られる。Ⅳ層はかなりはげ

しい押し出しとみられる。

3.遺 物 人 二遺物はⅡ層内とⅢ層内に限定さ

れる。総点数は56点で、典型的なナイフ形石器が

1点、Ⅲ層内から検出されている。第126図 1が

それである。黒燿石製、刃部を除いて調整は入念

に行われている。 4は尖頭器の破損品てある。か

なり大形品とみられるから、製作途 11に破損遺棄

１
年
―

第124図  ワA08b試掘坑
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されたものであろう。 2も 不定形な扶入状の掻器

であろうか。 3は ‐方のみからの剥離があるが、

楔形オf器 の ・種であろう。

他に大形のかなり整った剥片(0や 自然面をのこ

すもの(0も 検出されている。概して自然面、転石

面をのこすものが多い。

ここに整った資料の多いこと、製作中の破損品

も見られること、転石面をのこすものが注意でき

ることは、遺跡の性格を知る上で重要である。

(森山公 一
)

第125図  ワA08b調査地点

第28表 ワA08b 出土遺物層位別一覧表

オ等1重

層位

ナ
イ
フ
形
石
器

尖
頭
器

削

　

器

掻
　
器

彫

　

器

石

　

錐

細
石
ガ
石
核

楔
形
石
器

ハ

ン

マ

ー

礫
　
器

磨

　

石

Ｍ
剥
片

Ｒ
刺
片

削

　

片

刺
　

片

石

　

核

原

　

石

石
　
鏃

■

　

器

II 1

l 2 1 4

1 2 1

^
〇

ン

こ

第126図  ワA08b出 li遺物 (1～ 6)

⊂ 〕
>

0                 5 on
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6.和田峠地区

卜 B 01

0                1m

I 再堆積
灰黄色粘質土層

Ⅱ 黒色土層

Ⅲ 漸移層 (暗褐色 )

Ⅳ 流紋岩粒含
黄褐色 ローム層

V 
霜督言讐富層褐色

第127図  卜B01遺物分布図

1.位 置 和田峠 トンネルシェルターの北側、

北東向き傾斜面に位置 している。およそ標高は

1,530mで、最高′点を和田側に下った所を選定し

て 2× lmの グリッドを設定した。

第29表  卜B01 出土遺物層位別一覧表

第128図 和田峠シェルター掘割

2.層 位  I層は同 トンネル掘削の際の上砂が

覆っていて、 1層の黒色土から、オリジナルな層

位と把握される。Ⅲ層は漸移層で、Ⅵ層は流紋岩

粒を含む風成 ローム層、 V層は流紋岩粒を含む黄

褐色粘質ロームである。

3.遺 物 主としてⅥ層から検出される。すべ

て黒燿石製である。 3の石核も河床からの転石を

用いていて、数回の打剥を行っている。しかし大

きく半分は転石面をのこしていて良好な石核とは

ならなかったものであろ う。他の中小の剥片も転

石面、自然面あるいは節理面を大きくのこすもの

が多いのが注意される。 (大竹憲昭)

器 種

層位

ナ
イ
フ
形
石
器

尖
頭
器

削

　
器

掻
　
器

彫

　

器

石
　
錐

細
石
刃
石
核

楔
形
石
器

ハ

ン

マ

ー

礫
　
器

磨

　
石

Ｍ
剥
片

Ｒ
剥
片

削

　

片

剥

片

石
　
核

原

　
石

石
　
鏃

土

　

器
計

1 1

3 3

IV 1 4 7

計 1 4
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第130図  卜B02遺物分布図

1.位 置 和田峠 トンネルシェルターの南側西

向き斜面を選定して 2× lmを範囲とし、 卜B02

グリッドを設定した。およそ標高は1,540mで あ

る。最も高い位置で、和田峠まではわずかである。

2.層 位  I層は 卜B01と 同様に、 トンネル掘

削時の土砂が推積していて、所によっては、 lm

弱もこの灰黄色粘質土層がみられる。 Ⅱ層から、

オ リジナルな層位であることも同様である。

Ⅱ層黒色土層、Ⅲ層は暗褐色の漸移層、Ⅳ層は

同様な風成ローム層で流紋岩粒を含むもの、そし

て、 V層が流紋岩を含む粘質のロームである。

3.遺 物 出土遺物はⅢ OⅣ層に集中した。ほ

とんどが石核と、石核の調整景J片である。

ここではⅢ層出上のものを I群とし、Ⅳ層出土

のものをⅡ群として分離し報告しておきたい。

I群 (Ⅲ層出土) 黒燿石製の石核が 3点 と景J

片が 3点検出されている。

Ⅱ群 (Ⅳ層出土) 黒燿石製の石核が 1点 と景J

片が 9点、原石が 2点出土している。

I群は良質な黒燿石を用いており、かなり整っ

た縦長剥片を景J取していることがわかる。景J取痕

はほぼ全周にまわり側辺調整も行われている。打

面との角度はおおむね直角かそれに近い。打面は

調整されたものが多い。転石面のものはなく、節

理面をのこすものが多い。その点においては剥片

も同様である。

Ⅱ群は I群の石核とほぼ軌を一にしたものであ

る。剥片は縦長剥片が多く、石核と同一の生産技

術の系譜の中にあると言える。しかしこれも同様

にして、節理面を一部に残すものが多いのが注意

される。 9の様に節理面ののこらないものは少な

い。荒割 り的な調整を感じさせる。 (大竹憲昭)

卜 B 02

0                1m

Ⅲ

　

Ⅳ

I 再堆積
灰黄色粘質土層

I 黒色土層

Ⅲ 漸移層 (暗褐色 )

Ⅳ 流紋岩粒含
黄褐色 ローム層

V 流紋岩粒含

黄褐色粘質 ローム層

第30表  卜B02 出土遺物層位別一覧表

器 種

層位

ナ
イ
フ
形
石
器

尖
頭
器

削

　

器

掻
　
器

彫

　

器

石
　
錐

細
石
刃
石
核

楔
形
石
器

ハ

ン

マ

ー

礫
　
器

磨

　

石

Ｍ
剥
片

Ｒ
剥
片

削

　

片

剥

　
片

石
　
核

原

　
石

石
　
鏃

土
　
器

計

6

IV 2

計 2
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卜 B 03a

● 5

0                1m

I 黒褐色 土層 (表 土 )

Ⅱ l 褐色t層

皿 粘質黒色土層

Ⅳ 漸移層

v ′フ トローム層

第131図  卜B03a遺物分布図

1.位 置 ビーナスラインドの和田川最上流部

右岸域に属している。ここにわずかに離れて 卜B

03aグ リッドとbグ リッドを設定した。 2× lm

の範囲で標高はおよそ1,490mの位置である。

2.層 序 層序はつぎのようである。

I層 黒褐色土層 (表上) 30cm

Ⅱ層 褐 色 上 層 l0cm

皿層 粘質黒色土層    60cm

Ⅳ層 漸移層 (黒褐色) 20cm

V層  ソフトローム層  10cm～

Ⅲ層の 下部に大きな山石の推積がみられ、 V層

はその ド部と見られる。

3.遺 物 遺物はほとんどⅢ層の粘質黒上層中

から出 Lし たものである。第133図 2の ナイフ形

石器 1点 と5の細石刃石核が最たるものてある。

すべて黒耀石製である。細石刃石核はほぼ円錘形

を呈し、かなり整った押圧剥離による細石刃の剥

離痕がならんでいる。打面は平担で剥離角は約80

度である。ナイフ形石器は調整が荒く、 1次加 L

中のものとしてよい。表層から小形の石匙が 1点

出ている。 (大竹憲昭)

第132図  卜B03調査地点

第31表  卜B03a 出土遺物層位別一覧表

オ津If

層位

ナ
イ
フ
形
石
器

尖
頭
器

削

　

器

掻

器

彫

　

器

石

　

錐

細
石
刃
石
核

楔
形
石
器

ハ
ン

マ
ー

礫
　
器

磨

　
石

Ｍ
刺
片

Ｒ
剥

片

削

　

片

剥

　
片

石
　
核

腸

　

イ

石
　
鏃

■

　

器

l l

1 1 2

1 1 2 1

―-109-―



⌒  1

２

命
鵬
軋
ν
６

∧

雉

闊

一
　

７ 8

L~十 ~― ~―

-5 cln

第133図  卜B03a・ b出土遺物  卜B03a(1～ 5)
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卜 B 03b

1.位 置 卜B03aグ リッドと同位置の、若「

下ったところに、 2× lmの bグ リッドを設定し

た。したがって標高はおよそ1,489mである。

2.層 序 層序はつぎのようである。

1層 黒褐色土層 (表 十) 25cm

Ⅱ層 褐 色 上 層 10cm

Ⅲ層 粘質黒色 ll層     40cm

Ⅳ層 漸移層 (黒褐色)  20cm

V層 礫混 ソフトローム層  20cm～

3.遺 物 遺物はⅢ層の粘質黒 L層から検 |‖ さ

れている。総点数は23点で黒燿石製てある。

第133図 6は両極から打求1さ れている楔形の石

器である。剥離直iが非常に多く一部周縁にまで及

整った石刃状卿1片の折れて、 8はずんぐりした石

核の調整彙1片である。転石1血 iを 残している。 9は

安山岩の礫器でlrt化 が著しい。

aobグ リッド共にⅢ層の粘質黒色 11層 に含ま

れていたものが多いが、円錐形の細石刃核、ナイ

フ形石器、楔形石器ともオリジナルな包含層であ

るかはiljlら かでない。 しかしナイフ形イi器の形式

も含めて細石刃核のありようは7111さ れる。

(大竹憲昭)

第1351ズ  トB03b:式 掘坑

0                1m

第1341渕  卜B03b断面図

I 黒褐色十層 (表 L)

Ⅱ
 I 繰i点 [土層

IV 漸移層

V『 鳴混 ′フトロ ノ、層

んている。こ

の種の石器中

やや異例であ

り、時間的に

やや新しいも

のかもしれな

い 。  
´
部 に 転

石面をのこし

ている。 7は

I

Ⅲ

IV

ヽ

第32表  卜B03b 出上遺物層位別一覧表
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卜 B 04

0                1m

I 暗褐色土層 (再堆積 )

1 流紋岩礫・安山岩礫混
黄褐色粘質 ローム層

Ⅲ 流紋岩礫層

第136図  卜B04遺物分布図

1.f立 置 卜B04グ リッドは和田川の上流右岸

のおよそ1,480m程の緩斜面に位置している。 2

×lmの範囲を試掘調査した。 卜B03地点より約

100m離れている。

2.層 序 層序は次のようである。

I層 暗褐色土層 (再推積)  20cm

Ⅱ層 黄褐色粘質ローム層 (流紋岩 。安山岩礫

を含む)   40cm

Ⅲ層 流紋岩礫層  40cm～

Ⅲ層内には人頭大以上の流紋岩の礫石を多く合

み地山となっている。

3.遺 物 検出されている遺物はすべて黒耀石

製である。気泡の入った質の悪い素材のものは大

形で、整った形のものは中～小形である。第138

図 3は両極からの景1離があって注意される。 一面

あるいは二面に節理面をのこしているのは共通し

た特徴である。

他に同様な剥片が 8点程あるが、その90%に は

節理面等をのこしていることに注目される。やは

り共通した石核の調整の際に生じた剥片とするこ

とができる。 (須藤隆司)

第137図  卜B04調査地点

第33表  卜B04 出■1遺物層位別一覧表
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卜 A 05

l 黒色 上層

Ⅱ 安山∵1粒・ 流紋岩粒含

黒褐色 L層

Ⅲ 流紋イ1礫 llt

黄褐色粘質 ローム層

:

第139図  卜A05遺物分4J区 |

1.位 置 卜A04の 対岸に 卜A05グ リッドを設

定 した。標高はおよそ1,487mである。 2× lm

を1亀 |リ ロとして試掘調査を行った。

2.層 序 層序は次のようである。

I層 黒色 11層  30cm

Ⅱ層 黒褐色 L層 (合安山力
11粒・流紋ギ1粒)30cm

Ⅲ層 員褐色粘質ローム層 (含流紋ギ1礫 )30cm～

Ⅲ IⅢ は人頭大・挙大の流紋イ|と 混在し、その成

ウら34ノ( 卜A05 11遺 物屑位別一覧表

因が ^様てなかった事を示しているが、ロームは

風成の推積物である。

3.遺 物 遺物は総点数54点の出 11を みた。ほ

とんどが Ⅱ・Ⅲ層出 上のもので 括́資料とみられ

る。石核が 6点みられ、求1片類が40点を超えてい

る。又黒耀石の窄人の転石による原石が 5点ある。

第138図 6は斜角に彫刃部を構成する彫器とも

みられる ・例である。尖端から斜めに交叉する調

整が行われている。転石面が大きくのこされてい

るが良質の黒燿石が使用されている。イi核は才II面

と剥離角がほぼ90度 のもの 8。 9と 、鋭角になる

80～ 70度 内外のもの 7・ 10の 1種があ り、共に打

面iの調整打が行われている。 (須藤隆 |」 )

第140図  卜A05調 査地点
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卜 A 06

"＼

9          1m

茶褐色土層

黒色土層

漸移層 (黄褐色)

黄褐色ローム層

第141図  卜A06遺物分布図

1.位 置 卜A05地点より北下方80m程の位置

に本グリッドを 2× lmの大きさで設定した。標

高は約1,480mである。和田川上流の左岸域 とい

うことになる。

2.層 序 層序はおよそ次のようである。

I層 茶褐色土層     20cln

Ⅱ層 黒 色 土 層     30cln

Ⅲ層 漸移層 (黄褐色)  20cln

Ⅳ層 黄褐色ローム層   30cln～

Ⅲ oⅣ層に拳大から人頭大の流紋岩礫を含んで

いる。深度が深くなるにしたがって礫が大きくな

るのは、皿・Ⅳ層が関連した層位であることを教

えている。

3.遺 物 黒燿石製の石核が 1点検出されてい

る。図示したものがその一例である。拳大の転石

を用いている。質はきわめて良質である。打面の

一剥取の調整を行ったのち、その調整打面を加撃

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

0                  5卸

第143図  卜A06出 土遺物

面として連続的に一方向から加撃し、縦長剥片を

とろうとしている。少なくとも9面を数えるが、

大きく自然の転石面をのこすところから、まだ本

格的な剥離に至っていないものと理解てきる。こ

こから剥離されたと見られる縦長剥片は得られて

いない。

転石面を大きくのこす石核としてこの地点の性

格に深 くかかわるものであろう。  (堤  隆)

一
Ｉ

第142図  卜A06調査地点
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第35表  卜A06 出土遺物層位別一覧表

卜 A 07

=iヽ

0                1m

I 黒褐色 t層 (表 十)

Ⅱ 漸移層 (流紋岩含黄褐色 )

皿 流紋岩含lll質

黄褐色 ローム層

:

第144図  卜A07遺物分布図

1.位  置  卜A06グ リッドの地点より250m程

はなれた和田川上流左岸域の斜面を選定して試掘

グリ、ソドを設定した。国道のすぐ上部の縁辺であ

る。標高は1,460m程で、範囲は 2× lmである。

2.層 序 層序はおよそ次のようである。

I層 黒褐色土層 (表土)      30cln

Ⅱ層 漸移層 (流紋岩含砂礫質黄褐色)40cln

Ⅲ層 流紋岩含黄褐色粘質ローム層  20cIR

3.遺 物 遺物のほとんどは I層内の漸移層内

にふくまれていた。

表土中に小形携帯用の硯の破片、タッチのある

剥片類があった。とりわけ硯片は中山道とあって

興味ある資料と言える。側面に「上山」などの刻

字があ り、裏面には「和」の字の刻字が見えるが

その意味や表わすものは明確でない。粘板岩製で

「海」倶1が欠損している。

I層中に小形で良質な転石面や節理面をのこさ

ないかな り整った縦長剥片が集中して出土してい

る。他に皮つきの剥片もかなり多く、約40点程出

上している。

遺物は I層中に集中 して包含されていた。石核

器種

層位

ナ
イ
フ
形
石
器

尖
頭
器

削

　

器

掻

　
器

彫

　

器

石
　
錐

細
石
刃
石
核

楔
形
石
器

ハ
ン
マ
ー

礫

　
器

磨

　

石

Ｍ
剥
片

Ｒ
剥
片

削

　

片

剥

　
片

石
　
核

原

　

石

石
　
鏃

土

　

器
pl・

1 1

計 1 1

第145図  卜A07調査地点
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7′点をはじめとして、縦長剥片群が多い。第46図

17～ 19は石核で、全点に転石面や節理面を残して

いる。打面と景J離面とのなす角度は80～ 70度で鋭

角になるものが多い。すべて調整打面で概して板

状の石核が多いのも注意される。

縦長剥片は皮を残さないもの13～ 16と 、皮を残

すもの11012と があるが、前者と後者との比はお

よそ 1:4で、75%が皮つきである。石核の調整

卜 A 08

1.位 置 小深沢入口の右岸小扇状地上に選定

してこのグリッドを 2× lmと して設けた。標高

はおよそ1,455mである。小深沢は黒燿石露頭の

ある沢で、必ずしも良質でないが拳大の転石を沢

筋にて拾 うことが出来る。沢尻は、和田川に落ち

込んでいる。

2.層 序

I層 黒褐色土層 (表土)  25cm

Ⅱ層 黒色土層       30cm
Ⅲ層 漸移層 (暗褐色)   20cm

Ⅳ層 黄褐色ローム層    40cm
V層 黄褐色粘質 ローム層  40cm～

3.遺 物 遺物は総点数で 8点、必ずしも多 く

の際の生産物で、遺棄されたものと見受けられる。

典型的な石器としての器種もなく、縦長景J片 の生

産がこの地域で行われていたことは自明である。

又、生産された縦長景J片は、ほとんどが持ち出

されている可能性が強いものと推定される状況で

ある。その中で転石等石核とする途上での生産物

としての皮つきの縦長粂J片は遺棄されていたもの

と見られる。 (須藤隆司)

―

―

m

I 黒褐色土層 (表土)

Ⅱ 黒色土層

Ⅲ 漸移層

Ⅳ 黄褐色ローム層

V 黄褐色粘質 ローム層

:

第147図  卜A08遺物分布図

第36表  卜A07 出土遺物層位別一覧表
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ない。石核 1点のみで他は

'1片

である。図示した

石核は黒燿石製で、月ヽ深沢の転石を用いている。

調整打面を作ってのち連続した

'1離

を行っている

ことが半1明する。こまかい縦長景1片を試行的に打

景1し たものと思われ、その作業は途中でとどまり、

石核は遺棄されたものかと見られる。一部に連続

した剥離痕をのこすのみで、大部分は転石面に覆

われている。

この所見は剥片類も同様であって、片面と大き

く転石面をのこしているものが多いのは、他の試

掘坑と共通てある。整ったものが少ない。

その点は他の地点試掘坑と共通するものであっ

て、一帯のⅢ層あるいはⅣ層までに含まれている

遺物群は、素掘 りの調整段階でとどまっている石

核とそれまでに生産された剥片が多いことが明ら

かであるものと言えよう。それ以後の石核あるい

はかなり整った縦長剥片は、むしろ特殊な場合の

みのこされている可能性が高く、搬出されている

ものと見ることもできる。

現段階での推測であるが、ほぼ妥当なものとで

きる状況である。         (堤  隆 )

第148図  卜A08出 li遺物

第149図  卜A08調 査地点

第37表  卜A08 出上遺物層位別一覧表
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卜 A 09

I 黒色土層

Ⅱ 礫混黒褐色土層

Ⅱ
′

粘質晴黄褐色土層

]″ 黒褐色t層

Ⅲ 粘質黄褐色土層

第150図  卜A09遺物分布図

1.位 置  卜A08グ リッドより下方の小深沢右

岸で130m程はなれた地点の台地上緩斜面を選定

して、 卜A09グ リッド2× lmを設定した。和田

川左岸域の、およそ標高1,440mであ り、国道が

横切るそのすぐ上部である。

2.層 序 層序は次のようである。

I層  黒色土層     30cm
Ⅱ層  礫混黒褐色土層  30cln

I′ 層  粘質暗黄褐色土層

Ⅱ
′′
層 黒褐色土層

Ⅲ層  粘質黄褐色土層  20cm～

3.遺 物 遺物はIoⅢ層より集中して検出さ

れた。特にⅡ
′・Ⅱ

′′・Ⅲ層上部である。総点数49

点はその包含状況からして一括資料と把握される。

I層 内から諸磯A系の上器片 (第 166図 1)が

2片検出されていて注目される。

Ⅱ層内からは第152図 1～ 4が主たるもので、

Ⅲ層上部からは 5・ 6な どの石核を示すことがで

きる。

二次加工のある剥片として 1・ 2、 しかし石核

を含めてすべての資料に転石面や節理面を持つこ

とは共通である。石核は打面と剥離が90度に近い

ものと70～ 80度 のものの二種類がある。

(大竹憲昭)

第151図  卜A09調査地点

第38表  卜A09 出土遺物層位別一覧表
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卜  A

O                 im

I 表Jl層

]黒 色土層

Ⅲ 褐色土層

Ⅳ 漸移層

V 黄褐色粘質 ロータ、層

VI 赤褐色粘質 ローノ、層

Ⅶ 茶褐色砂質ハー トローム層

第153図  卜A10遺物分布図

1.位 置 和田峠キャンプ場の一角を選定して

グリッドを設定した。ここは和田川左岸域のやや

広い緩斜山1であって良好なキャンプ場地形となっ

ている。標高は約1,440mである。そばに中山道

の一ll塚があ り、中山道は歴史の道となっていて

そのすぐわきを位置している。

2.層 序 層序は次のようである。

I層 表 土 層    10cm

Ⅱ層 黒 色 上 層       30cm

Ⅲ層 褐 色 土 層       10cm
Ⅳ層 漸 移 層     25cm

V層 黄褐色粘質ローム層    40cm
Ⅵ層 赤褐色粘質ローム層    60cm

Ⅶ層 茶褐色砂質ハー ドローム層 20cm～

3.遺 物 遺物の量は比較的に多く出上してい

第154図  卜A10調査地点

る。特にⅣ～

Ⅵ層に及んで

お り、一応各

層位に応じて

報告する。す

べて黒耀石製

である。

I・ Ⅱ層

総点数399点

である。尖頭

器の調整途中

のものが 2点

検出されてお
第155図  卜A10試掘坑

り第156図 1がその 一例である。 部́に節理面を

残し調整打が周縁から行われているが、欠損品と

なっている。他に掻器状の景1片や、小形の縦長剥

片の折れたものなどが検出されている。なお転石

面や節理面を 一部にのこしたものが非常に少なく、

全体の10%以下であることも注意しておきたい。

Ⅲ層 総点数196点である。掻器状の第156図 19

や一部に小剥離の入れられた17・ 18な どもあるが

概して整った縦長剥片が多い。 18・ 20・ 21。 26な
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どは節理面を一部にのこすが、全体として節理面

ののこるものは23%程で77%は節理面ののこらな

いものである。しかしほぼ完形のものとみられる

ものは I～ Ⅲ層とも少なくて、折れたものが多い

(92%)の も特徴である。黒燿石は良質なものが

選択されている。

Ⅳ層 総点数は56点 である。ナイフ形石器 2

点、尖頭器 3点、掻器状の石器もあって全体には

石器の占める割合は多い層位である。第 157図

29・ 30がナイフ形石器である。29はやや整わない

縦長景J片 を用いていて、背面の景J離が一面、かな

り大形の石核の際の横方向の景J離である。あと一

面と腹面は逆方向の景J離で一定方向でない。30は

一面に節理面をのこしているが打景Jの方向は一定

している。29の ブランティングは基部のみである。

30も 軌を同じくしているが、打点を欠 くように調

整を行っている。尖頭器35036の 2点を図示した

が、35は基部で先端部の欠損したもの、36は、ス

ポール状で男女倉彫器状にとったものかもしれな

い。 2条の景J離痕が構成されている。33は掻器状

である。縦長剥片は転石面・節理面をのこすもの

(38)は少なく、石核はほとんど見当らない。

V層 ナイフ形石器 1に掻器 2、 石核 2の総数

35点である。ナイフ形石器は基部のみの半欠品で、

巾広いかなり整った縦長剥片を用いて調整をして

いる (第 158図 47)。 掻器 (48)は丸味を帯びた景J

片の側辺に掻刃部をつけたり、先端につけたりし

たもの (49)である。石核は大形で、調整打面と

景J離面とのなす角度は約80度で又、転石面を持っ

ている。景J片群に比べて石核の量が少ない。

Ⅵ層 掻器類 2点、石核 2点の他は景J片群であ

る。概して小形であって、第158図 54058の 掻器

も必ずしも整った景J片ではない。石核は転石面を

もつ59と 全周に景J離の及ぶ60と があるが、打面と

のなす角度は両者とも80度前後である。

Ⅵ→ V→Ⅳ→Ⅲ→Ⅱ・ Iと の時間的推移は事実

であるとしても、小範囲では課題を提起するにと

どまる。 (森山公一)

第39表  卜A10 出土遺物層位別一覧表
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第156図  卜A10出土遺物①  卜A101・ Ⅱ層 (1～ 14) Ⅲ層 (15～ 28)
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第157図  卜A10出土遺物②  卜A10Ⅳ層 (29～ 46)
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第158図  卜A10出土遺物③   卜A10V層 (47～ 53) Ⅵ層 (54～60)
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11aOb

1.位 置t 卜A10グ リッドのキャンプ場地点か

ら中山

'こ

の歴 !た の道を越えてやや 卜った平夕1由iに

2× lmの グリットを設けIJ問 査を行った。中山道

の撹舌しもあって良好な調査とはならなかったのが

卜AHaグ リッドてある。

したがってやや 11カ にするして 卜AHbグ リッ

ドを,役定 し、2× lmの範 |り ‖て,JJ査 を行った。標

高は1,415mて ある。

2.層 序  卜AHbグ リッドの仲1序 は

次のようてある。

l肝1 表 li肝1    20cm

Ⅱ層 サ|、t色 li層    30cm

ⅢI" ilJl下 多IⅢ 20cnr

ⅣIⅢ 流紋∵|・ 安山イ1礫 fi

夕t褐色ロー′、IⅢ 45cm

'ヽ層 礫 IⅢ    30cm

3.遺 物 遺物はⅣ IⅢ にのみ集中して出 liし て

ヽヽる。 ここて|キ に71:´む:さ オたるのはイi核 辟や原イ「群

てあって、 卜A10グ リッドと合わせ考えることが

必要てあろう。

第162図 2～ 5は イi核てある。イi核は 7点検出

されているが、|× |′」tlll米 なか っ́た13× 12× 8 cmの

人形のイi核 もある。 131白 |の縦長刺サ|を、i亜統的に

0

第1592図  卜AHa出 li遺物 (1・ 2)

とっているが大きく転イil由 iを のこす質の良好てな

い黒燿石がある。概してここのものはlt好 とは ,:

いがたく、気泡などの結品′ギ、tがある。そオとはすべ

てに見られるものて、 2のみやや良質の黒耀イiを

用いている。 2は部厚い刺り|と するよりはイi核 の

途中破損と見いれる。周縁調整もあって 4く定形て

ある。調整打面の求1取によって、縦長刺サ|の争1取

:||

邊鉤Θ
″

な
円
∪

尖
頭
器）̈

に
出

AH

十

イ
~ノ

1多

イf

器

、

'1り

1

1月 タ

′||

出 11選 物 ||イ

'L表
掻

　

器

イ「

舅「

細
石
刃
石
核

楔
形
石
器

イ

　

動

第1591図  卜AHa出 li状況

5 crn
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メ く:L・

0                1m

第160図  卜All b遺物分布図

角を70～ 80度に鋭角にする意図が読みとれる。だ

が、ほとんどが一～数面の剥離で遺棄されたかの

ようである。かなり粗雑であって、豊富な素材と

遺棄される素割の状況が、そこにあるように思わ

れる。ここでは貴重品ではなく、消耗的な目的が

圧倒的に多いことがそれを物語っている。そ うし

た資料は遺棄されていったものであろう。

1に見る縦長景1片はその中でも良質な黒燿石を

用いている節理面等のこされていない 例́であ

る。近接関係にある 卜A10グ リッドと関連させる

と、素割の場所と再加工選択の場所とを構造的に

持っていた可能性もあ り得ることを教える。

黒燿石の拾得・素割、持ち出しあるいは再加工

後持ち出しか、いずれにせよ、ナイフ形石器に尖

頭器の伴出する時期の 一つの断面が推測されるも

のと見られる。

卜All aグ リッドから検出されている加 二痕の

ある象1片 2点についてふれておくこととする。

第159図 1は節理面を持つ剥片で、あまり大き

くない原石を用い表裏を象1離の後、 ‐つの側縁に

掻刃部様の小剥離を入れているものである。にわ

かに分類はしがたいがタッチのある景1片 としてお

きたい。しかし意図的な生産過程があることは間

違いない。 2も おそらく節理面のある黒燿石の小

礫を用いている。その側縁に掻刃部様の小象1離を

入れたもので、刃部直線状でなくやや内弯してい

る。中山道の道造 りの際に表面に出たものであろ

うが、付近にこうした掻器様のユニットが存在す

る可能性もあると思われる。

素割的な地点、石器生産とあるいはその生産に

おける構造的な姿がこの中にあるのかもしれない。

I 表土層

Ⅱ 黒色土層

皿 漸移層

Ⅳ 流紋岩・安山岩礫含
黄褐色 ローム層

V 礫層・  ・く:口  ..」・3  土

Ⅳ 41口 :・ T

第161図  卜AHb試 掘坑
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⌒

9           1 CIn

第162図  卜All b出土遺物 (1



卜 A 12a

性_________―」m

黒色土層

褐色土層

漸移層

黄褐色 ローム層
◆
45◆

:

卜A12遺物分布図

1.位 置 中山道の一里塚地点にグリッドを設

定した。ここで大きく和国川は曲流するが、地形

は残所1状を里している。標高約1,410mで、 2×

lmの範 l■lを調査したが、おびただしい資料が得

られていて注目される。

2.層 序 層序は次のようである。

I層 黒色上層     20cm

Ⅱ層 褐色 土層     25cm

Ⅲ層 漸移層      20cm

Ⅳ層 黄褐色ローム層  20cm～

3.遺 物 総点数は I・ Ⅱ層247点、Ⅲ層76点、

Ⅳ層131点 の計454点である。 IoⅡ 層から L器片

5点の出 11を 確認したのでそこから見ておきたい。

I層  土器片 5点

東海系粕畑式上器 2・ 3 (縄 文早期)

関東系黒浜式上器 4・ 5 (縄 文前期)

中部高地系有尾式上器 6 (縄 文前期 )

粕畑系の上器片は繊維が入るうすく固い焼成の

もので、爪形文様の連点が行われている。又同一

個体とみら

れる鴨嘴状

突起と見ら

れるものも

ある。黒浜

系は半裁竹

管による刺

突や沈線文

の組み合わ

されるもの、

又有尾系は

半裁竹管文

と縄文の組

み合わされ

るもので共

に繊維の人らないものである。こうした縄文 L器

の出 11やその系譜については興味ある資料といえ

よう。

1・ Ⅱ層  IoⅡ 層の石器群は総点数247点で

ある。 //JN離することは可能でないので '括 して

あつか う事とする。石器は尖頭器の破片 2点 (第

167図 13・ 15)と 、数の多い楔形石器が特徴的であ

る。ともに黒燿石製である。尖頭器の破片は共に

男女倉型の尖頭器の削片とも見られ、その存在を

Ｉ

Ⅱ

冊

Ⅳ

第164図  卜A12調 査地点

:」ゴ晏ア
・L■

第165図  卜A12出 11状 況
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知ることができる。楔形石器は多面体になるもの

が多く、上下両極から剥離されたものが集中して

いることは注意される。剥片群は皮つきのものが

63%で ある。又、石核が検出されていないことも

注意に価する。

Ⅲ層 Ⅲ層は漸移層であ り、より

下部の石器群とかかわるものである

が、一応分離しておきたい。肖J器 1

点 (第 168図 40)、 楔形石器 1点 (35)、

石核が 3点 (41～ 43)で、他は縦長

景J片である。石核はいずれも自然面

をのこしたもので調整途上で遺棄さ

れたものと見られる。縦長景J片はか

な り良質で整ったものが多 く、又自

然面をのこすものは少なくおよそ15

%である。ほぼ中程度のものが多い。

Ⅳ層 ナイフ形石器 1点 (第 169図

47)、 尖頭器の未成品 5点 (45046・

48・ 50・ 53)がある。転石面のある

石核第170図 64と 、節理面のある石

核63・ 65066の合わせて 4点 もある。

なお 1点のナイフ形石器は黒燿石製

ではなく硬質な凝灰岩製であること

が注 目される。入念な背部加工がさ

れてお り、基部も丸 くなるように整

えられている。背部加工は直角に近

く、刃部には若干の使用痕とみられる痕跡もある。

石材が北回りでもたらされた凝灰岩であることが

特に注意される。皮つきの景J片はおよそ78%であ

る。 3分の 2以上に及んでいることと合わせ考え

たい。 (森山公一)

第166図 各グリッド出土土器 卜A09(1)

6

卜A 2～ 6)12(

第41表  卜A12 出土遺物層位別一覧表

器 種

層位

ナ
イ
フ
形
石
器

尖
頭
器

削

　
器

掻

　
器

彫

　
器

石
　
錐

細
石
刃
石
核

楔
形
石
器

ハ

ン

マ

ー

礫

　
器

磨

　

石

Ｍ
剥
片

Ｒ
剥
片

削

　

片

剥

　
片

石
　
核

原

　

石

石
　
鏃

土
　

器 一事
ロ

I o II 247

1 1

IV 1

計 1 7 1 447
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●4      電3

0                1m

卜   A

I 表 [層 (笹根 )

Ⅱ 黒色上層

皿 漸移層

Ⅳ 黄褐色粘質 ローム層

第171図  卜A13遺物分布図

1.位  置  卜A12の 一里塚地点より下方へ約

100mさ がった和田川左岸域、やや広い舌状台地

を選定してこの 2× lmの グリッドを設定した。

標高およそ1,400mで ある。

2.層 序 層序は次のようである。

1層 表上層 (笹根)    15cm

Ⅱ層 黒色土層       20cm

Ⅲ層 漸移層        30cm

第172図  卜A13出 11状況

Ⅳ層 黄褐色粘質ローム層  50cm～

3.遺 物 遺物は liと してⅢ層 ド部からⅣ層に

かけて出七しているが 括́資料と認められる。

出土資料は黒耀石製の石核 9点 (第 173図 2～ 6)

と縦長剥片18点 (1)で、他に原石があるのみであ

る。

4はⅣ層出上の 例́であるが、転石面を ^部に

残すだけてかな り打剥が著しい。打撃の方向が

180度 。90度 と異なっているが調整打山iと のなす

角度は直角に近い例である。他の石核はⅢ層出土

であるが、転石面 。節理面を大きくのこしており、

調整打面と景1離面のなす角度は直角に近いものが

多い。原石も転石のものから角礫状のものもあっ

て興味ある課題である。 (森山公 )́

l15.歩 :`

第42表  卜A13 出土遺物層位別一覧表

器種

層位

ナ
イ
フ
形
石
器

尖
頭
器

削

　

器

掻

　
器

彫

　

器

石
　
錐

細
石
刃
石
核

楔
形
石
器

ハ

ン

マ

ー

礫
　
器

磨

　
石

Ｍ
剥
片

Ｒ
刺
片

削

　

片

判

　

片

石
　
核

鳩

　

イ

石
　
鏃

上

　

器

1 9 7

IV 1 9 2 4

2
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第173図  卜A13出土遺物   卜A13(1～ 6)
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7.熔岩台地地区

∃ A Olb

I 表土層

Ⅱ 黒色土層

皿 褐色土層

Ⅳ 漸移層

V 強粘質 ローム層

!            :

第174図  ヨA01b遺物分布図

1.位 置 通称「モッコリ山」の真南の鞍部、

標高約1,410mの位置にヨA01aグ リッドを設定

したが、無遺物という事でヨA01bグ リッドをそ

の20m西に設定した。

2.層 序 ヨA01bの層序は次のようである。

I層 表 土 層

Ⅱ層 黒 色 土 層

Ⅲ層 褐 色 土 層

Ⅳ層 漸 移 層

V層 強粘質ローム層   80cm～
3.遺 物 Ⅱ層の黒色土層内から縄文時代に属

する資料が検出されていて、Ⅲ～V層にわたって

時代を遡る資料が得られている。

I層 第176図 12の土器片と、石鏃 2点、剥片多

数が得られている。土器片は半裁竹管による平行

沈線文で直線や曲線となるもので、中部高地の晴

ケ峰 段 階

(前期終末)

のものと思

われる。剥

片も比較的

ア トランダ

ムなものが

多い特徴が

ある。 1は

黒燿石の転

石を打面調

整したまま

遺棄された

もの、4・ 8

は楔形石器

の前段階のものであろうか。Hは頁岩製である。

石核類も小形・不規則なものが多い。

Ⅲ層 メルクマールになるものがない中で図示

したものは、掻器状の剥片 (第 176図 12)、 小形の

縦長景」片 (13)、 タッチのある三角状の細剥片 (14)

である。打点は欠失している。細石刃ではないも

のと思われる。

Ⅳ層 尖頭器の未成品で、途中の破損品 (18)が

ある。これは節理面のある小礫を用いているが破

損が認められる。第177図 17も 尖頭器を志向して

いるものであろうが途上である。剥片類はポイン

トフレークが転石面・節理面をつけて多い。

V層 尖頭器状の20。 26、 掻器状の24な どがあ

る。転石の一部に剥離を入れただけの21・ 23な ど

石核とは言いがたいものも下層から得られている。

やはり自然面をのこす資料が多くこの遺物群の性

格をあらわしていると言えよう。

ヨA01地点は素材の異なった石器群もあって、

その出入 りの動きのあ り方を垣間見ることができ

10crn

lScm

30cm

1Ocm

■22

. : -416

第175図  ヨA01b試掘坑
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る。 (森山公一)
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第43表  ヨA01b 出土遺物層位月1-覧表

器種

層位

ナ
イ
フ
形
石
器

尖
頭
器

削

　
器

掻

　
器

彫

　
器

石
　
錐

細
石
刃
石
核

楔
形
石
器

ハ

ン

マ

ー

礫

　
器

磨

　

石

Ｍ
剥
片

Ｒ
剥
片

削

　

片

剥

　
片

石
　

核

原

　
石

石
　
鏃

土
　

器
計

1 1 2 2 1 6 2 1

1 2 5

IV 1 1 5 1 2

V 1 1 1 2 7 3

計 1 2 6 1 1

ヨ A 03

＼  
曖

I 表土層

Ⅱ 黒色土層

皿 褐色上層

Ⅳ 漸移層

V 流紋岩粒混

雪蓬漫
=―

ム層
:           :

第178図  ヨA03遺物分布図

1.位 置 熔岩台地湿原をとりまく山稜からの

北向きである崖錐状台地を選定し、 2× lmで調

査を行った。標高およそ1,410mで ある。

2.層 序 この層序は次のようである。

I層 表土層 15cln

Ⅲ層 褐色土層     20cln

Ⅳ層 漸移層      15clll

V層 流紋岩粒混暗黄褐色ローム層 35cln～

(再堆積)

崖錐の再堆積と見られ、特に V層が安定しな

い。しかし湿原と共に、湖沼逓減の法則の上砂運

搬元が特にV層を中心に見られることは、この湿

9          1m

第179図  ヨA03試掘坑

Ⅱ層 黒色土層     20cln
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第44表  ヨA03 出土遺物層位別一覧表

器種

層位

ナ
イ
フ
形
石
器

尖
頭
器

削

　

器

掻

　
器

彫

　
器

石
　
錐

細
石
刃
石
核

楔
形
石
器

ハ

ン

マ

ー

礫

　
器

磨

　

石

Ｍ
剥
片

Ｒ
剥
片

削

　

片

剥

　

片

石
　

核

原

　

石

石
　
鏃

土
　

器
計

I・ II

計

~S嘔

暉  1- 2

⌒ 3

第180図  ヨA03出 土遺物 (1～ 3)

原の生成そして終焉に、その堆積以降は土砂の流

入はあまり行われていないことも表わしているも

のといえよう。その後は有機物の消長にかかわる

ものと言ってもいいのではないだろうか。従って、

Ⅳ層以上は安定しているのである。

3.遺 物 V層を含めてそれ以下に石器は包合

されていない。遺物は I・ Ⅱ層で得られたのみに

とどまっている。縄文時代とそれ以降の遺物であ

ろう。総点 4点で、 3点を図示した。いずれも不

定形な景J片で、一部に転石面を残している。縄文

時代も同様なことを物語っている。 (森山公一)

参考 :第Ⅳ地点出土の石器

⌒

ら

Ｄ

ヘヘ
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第181図  ヨA04a遺物分布図

1.位 置 ヨA04地点は 3つの試掘坑を入れた。

湿原中央と比高差67mの西側にある通称「モッコ

リ山」の東側張 り出しを a地点とし標高1,382m、

付け根の鞍部が b地点標高1,380m、 南側緩斜面

を c地点標高1,375mと して選定設置した。

2.層 序 ヨA04aの層序は次のようであった。

第182図  ヨA04a試掘坑

Ⅳ層 黄褐色′ヽ―ドローム層    15cm

V層 暗褐色ハードローム層    30cln

Ⅵ層 流紋岩 。安山岩粒混赤褐色

ハー ドローム層 5 cln～

3.遺 物 遺物はⅡ層より剥片が得られたのみ

で人工遺物は検出されなかった。一例をあげると、

183図 1は整わない縦長剥片であり、縄文期に入

るものかと考えられる。他に小形の剥片が 2点あ

るのみであった。

丘陵の トップという事もあってか、いきなり硬

いローム層にあたり、風成の新しいロームは遺物

と共に流亡した可能性もある。地形的には湿原を

のぞむ良好な地点である。 (森山公一)

I

Ⅱ

皿

Ⅳ

V

III

表土層 (笹根 )

黒色七層

褐色土層

黄褐色ハー ドローム層

暗褐色ハー ドローム層

流紋岩・安山岩粒混

赤褐色ハー ドローム層

10cm

10cm

20cm

I層 表土層 (笹根)

Ⅱ層 黒色土層

Ⅲ層 褐色土層

第45表  ヨA04a 出土遺物層位別一覧表 Ｈ
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ヨ A 04b

1.位 置 ヨA04地点は a～ cの 3つの試掘坑

を入れた。

b地点の鞍部は a地点より2m程さがった位置

にあり、その点むしろ流亡と堆積をくりかえした

ところと見られる。

2.層 序 深掘り調査を行ったところでその層

序はおよそ次のようである。

I層 表土層 (笹根)      20cm
Ⅱ層 黒色土層 10cm

Ⅲ層 褐色土層         20cm
Ⅳ層 漸移層 (黄褐色)     30cm
V層 黄褐色粘質ソフトローム層 50cm

Ⅵ層 黄褐色砂質ソフトローム層 55cm

0                 1m

I 表土層 (笹根 )

]黒 色土層

田 褐色土層

Ⅳ 漸移層 (黄褐色 )

V 黄褐色粘質 ソフ トローム層

Ⅵ 黄褐色砂質 ソフ トローム層

Ⅶ 黄褐色ハー ドローム層

Ⅷ 流紋岩粒混
黄褐色砂質 ローム層

Ⅸ 流紋岩粒混
黄褐色 ローム層

第184図  ヨA04b遺物分布図

ふ
／

Ⅲ

Ⅳ ・

V
o11

Ⅵ     16:・ :1

Ⅶ

第46表  ヨA04b 出土遺物層位別一覧表
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石
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1 1
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V 1
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Ⅶ層 員褐色ハー ドローム層

Ⅷ層 流紋岩粒混黄褐色砂質ローム層

Ⅸ層 流紋岩粒混黄褐色ローム層

諄十

5 cm

A04bⅣ 層 (9・ 10) V層 (11)

35cm

25cm

10cm―

255cm

3.遺 物 遺物は各層にわたり検出されていて

およそ次のように把握された。

Ⅲ層  ^括資料とみられる。押41文 |:器が 2片

(第 183図 2・ 3)、 楔形石器 3点 (5。 6)、 特殊磨

石 1ズミ(4)、 礫器 1点 (8)で ある。押型文 li器片

第187図  ヨA04b試掘坑の断 1漁 i取 り

第188図  ヨA04b試枷1坑の断 |百 1

第186図  ヨA04b調査地′イI
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は 2の山形文と、 3の楕円文とがある。山形文は

縦に垂下するように施文されてお り若千施文具と

施文具の間が離れているが、樋沢期の L器片ほど

離れていない。楕円文は横位に施文されている。

粒は小さく、わずかに繊維を含んでいる。その点

山形文の上器は繊維を含んでおらず黒燿石を細か

く砕いて混人しているかに見える。山形文の上器

は暗褐色で、楕円文の上器は赤褐色でやはり黒燿

石の細粉を若干含んでいる。樋沢期直後の頃のも

のであろう

か。楔形石

器が押型文

と共伴して

いること0ま

学史的に指

摘されたの

は古いこと

であ り、こ

こでも確め

られる。特

殊磨石はほ

ぼ普遍的に

組成してい

るが、安山岩の川原石を用い、断面台形になるよ

う研磨された磨石である。礫器は頁岩製で大ぶ り

な石器で片面に転石面を大きくのこしている。押

型文期の組成として貴重な一群である。

Ⅳ層 掻刃部を作出した小形の剥片 (第 185図

10)、 縦長剥片 (9)な ど、輿l片 と共に検出されて

いる。ここからV層の_L半にまでほとんど無遺物

状態が続 くが、この時期を反映しているものと見

てよい。

V層 掻刃部を再加工したやや風化の進んだ剥

片を用いたものが検出されている。他は比較的整

わない加撃方向の定まらない剥片がわずかにある

程度である。転石面 。節理面ののこる皮つきの剥

片は意外に少ない。

Ⅵ層 ここから集中して遺物が検出された。第

191図 23はやや断面が三角状であるがブランティン

グが行われているナイフ形石器の未成品であろう。

縦長景1片の生産は一定方向というよりは横方向を

混じえたものであって一稜にブランティングがな

らんでいる。古手の一群に伴 うものかとも受取れ

る。この層位の縦長剥片類は良質な黒燿石を用い

たものが多 く、石材の吟味が行われている気配が

あ り、いわゆる皮つきの縦長剥片類も少ない。し

かし、その剥取の方向は必ずしも一定方向でなく、

180度あるいは90度異なるものが多いのは石器の

所見と一致する。又、それらの剥片類が使用痕と

みられる刃こばれの観察できるもの (13・ 15～ 17・

20～ 22)も 多く注意されるところである。

また24の 一例は頁岩による縦長剥片であるが、

Ⅵ層の特に深い位置から出土しているのも興味あ

るところである。又、Ⅶ層からは透明度の高い良

質な黒耀石製のかなり整った縦長剥片が出上して

いる。それ以下の層位には遺物は認められない。

第189図  ヨA04b出 ±11人況

第190図  ヨA04b試掘坑の採取土砂

―-147-―
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り
で

9          1m

I 表土層

Ⅱ 黒色土層

皿 褐色土層

Ⅳ 暗褐色水性 ローム層

第193図  ヨA04c遺物分布図

Ⅳ層はかなり水分を含んでいて、湧水となり調

査を中止した。

3。 遺 物 黒燿石製景J片が 2点検出されたのみ

である。 Ⅱ層内において得られたもので、縄文時

代の資料とみられる。第192図26は側縁に小さな

剥離がならんでお り掻刃部となっているので掻器

の一種であるかともみられる。27は不整形な景J片

で、にわかに、景J取 した器体を特定することは難

しい。 (森山公一 )

/―

―像「脚
-     26    0

I層 表土層

Ⅱ層 黒色土層

Ⅲ層 褐色土層

Ⅳ層 暗褐色水性 ローム層

10cm

20cm

20cm

10cm

29)
第192図  ヨA04出土遺物④  ヨA04bⅦ層 (25)

ヨA04c(26・ 27)

ヨ A 04c

1.位 置 3つの試掘坑を入れたヨA04地点の

うち、湿原をのぞむ南緩斜面1,375m標高地点を

選定し2× lmの範囲で調査を行った。

2.層 序 ヨA04c地点の層序は次のようであ

る。

第47表  ヨA04c 出土遺物層位月1-覧表
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第194図  ヨA05遺物分布図

1.位 置 ヨA04地点の湿原をへだてた対岸

の西向き緩斜面である。標高約1,380mで ここに

2× lmの グリッドを設定し調査を行った。

2.層 序 ヨA05の層位は次のようである。

I層 表土層

Ⅱ層 黒色土層

Ⅲ層 褐色土層

Ⅳ層 茶褐色土層

V層 漸移層

Ⅵ層 黄褐色ローム層

Ⅶ層 流紋岩粒含黄白色

5 cm

5 cm

5 cm

20cm

30cm

30cm

ハー ドローム層 20cm～

計 115cm～

3.遺 物 遺物の検出状況や器種については次

のようである。

Ⅱ OⅢ 層 Ⅲ層内から縄文土器片が 2点、石鏃

が 1点、楔形石器 3点が検出されている。縄文土

器片は羽状と斜状の文様 (195図 1・ 2)があ り、

無繊維土器があるので有尾式土器の仲間であると

思われる。黒燿石の石鏃、楔形の石器 も組成して

いることがわかる。

Ⅳ層 Ⅳ層は極めて検出されたものが少ない。

しかし第195図 7は削片を利用した掻刃部を作出

した削器であるかもしれない。 8は石核の調縁調

ヨ A 05

0                 1m

土 器

*Ⅶ

Ｉ

Ｉ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

Ⅵ

Ⅶ

表土層

黒色土層

褐色土層

茶褐色土層

漸移層

黄褐色 ローム層

流紋岩粒含
黄白色ハー ドローム層

２２

・
‐０

，

Ｖ

口

‐

Ｌ

。

■

●

　

　

．
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第48表  ヨA05 出土遺物層位別一覧表
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整打がある縦長の剥片で、若干のこまかい刃こぼ

れもある。右側縁の方に転石面がのこっている。

V層 彙1片を用いた掻器 (第 195図 15)1点 と、

ハンマーの半欠品 (安山岩製 。第197図)1点が特

徴的である。他に自然面のついた剥片73%と 、自

然面のないかなり整ったもの27%がある。石核は

8点あるがすべてに自然面を残している。打角は

90度 に近いものである。概して小形のものが多い。

Ⅵ層 幅広な縦長剥片が多く、自然面を持つも

のは32%と 少なく、68%は転石面や節理面をもっ

ていない。全体に黒燿石は良質であるが石核はV

層同様にして小形のものが多く残核という感じで

ある。良質のものが多い。第198図25と 26は接合

関係にある。連続して剥取された事がわかるが、

のこされているものが、幅広な剥片であるのも示

唆的である。 (森山公一)

0                  5m

第197図  ヨA05出土遺物②  ヨA05V層

第196図  ヨA05出 土状況
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ヨ A 08

1.位 置 ヨA05地点より南東におよそ100m

の岬状張り出し部を選定し本グリッドを設定した。

標高は約1,385mで ある。

2.層 序 本グリッドの層序は次のようである。

I層 表土層

Ⅱ層 黒色土層

Ⅲ層 褐色土層

Ⅳ層 黄褐色粘質ローム層  30cln～

3.遺 物 Ⅳ層に剥片が 2点出土している。

図示したのはその一例である。良質な黒燿石を用

いてお り、やや幅広な縦長求1片である。 もう一点

も同様な遺物で、ここが湿原に最も近接した地点

であるだけに興味が持たれる。

遺物が集中して出上していないことはⅣ層が安

定した風成 ロームにかかわらず、かつては湖底で

あった可能性 も示唆している。貴重な資料を提供

していると言えよ う。 (森山公一)

爛
＼

性____¬____―Jm

ヨ A 09

5cn

25cn

30crn

I 表土層 (笹 根)

]黒 色土層

皿 褐色土層

Ⅳ 漸移層

V 流紋岩粒含
黄灰色砂質 ローム層

1.位  置 湿原をのぞむ岬状丘陵のテラスを

選定して調査を行った。 2× lmの範囲で標高は

1,395mである。 ヨA04地点より真東の湿原対岸

200m内外の位置である。

2.層 序 ヨA09地点の層位は次のようである。

I層 表土層

Ⅱ層 黒色土層

Ⅲ層 褐色土層

Ⅳ層 漸移層

20cm

20cn

20cn

l5cm

V層 流紋岩粒含黄灰色砂質ローム層 25cm～

計 100cm～

3.遺 物 黒燿石製の剥片 2点とも漸移層上部

から検出されたものである。

第201図 2は転石面を持つ縦長剥片と見られ、

一部に小 トリミングがある。石核の調整剥離の際

生じたものと見られ、近地点にその場所が存在す

ることを示唆していると推測される資料である。

3も 同様であって、転石面を大きく残している第199図  ヨA08試掘坑
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4

ヨA08Ⅳ層 (1) ヨA09(2・ 3)
ヨA15Ⅱ 層 (8・ 9) Ⅲ層 (10。 11)

一-155-
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第201図  各グリッド出土土器



第49表  ヨA09 出土遺物層位別一覧表
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イ
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石
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石
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片

石
　
核

原

石

石
　
鏃

土
　

器
計

2 2

計 2 2

小さな縦長剥片、楔形石器の削片であるかもしれ

ないが、ここでは調整打の際の皮つきの景l片 とし

ておきたい。

遺物は 2点のみがすべてであるが、風化の度合

からして縄文時代の所産がある可能性が高い。漸

移層出土ということからすると、ヨA04b地点の

押型文期との関連が求められるが、確かめること

は出来ない。 (森山公一)

第202図  ヨA09試掘坑

0
参考 :みつけ沢地点出上の石器ハ

|

-156-―



ヨ  A

0                 1m

表上層

黒色土層

漸移層 (褐 色 )

流紋岩粒合 ローム層

第203図  ヨA13遺物分布図

1.位 置 湿原の南に展開するテーブル状の熔

岩台地を調査した。東から南 。西にかけて、丘陵

上鞍部を10～ 14・ 23地点とした。本地点は鞍部地

点て標高約1,535mで ある。

2.層 序 層序は次のようであった。

第204図  ヨA13試掘坑

3.遺 物 検出された遺物は 5点のみで、他に

は得られていない。第201図 4のみ I層出 上資料

で、 5～ 7はⅢ層で検出されたものである。 4・

5は 自然面をのこし 6・ 7にはない。 6。 7は不定

形な景1片を用いていて打面を大きくのこしている。

風化の度合いも浅 く、縄文期の景1片がある日r能

性も高いのであるが、ここにふれておくこととす

る。 (森山公一)

１

ｌ

Ⅲ

Ⅳ

I層 表土層

Ⅱ層 黒色 L層

Ⅲ層 漸移層 (褐色)

Ⅳ層 流紋岩粒含ローム層

20cm

25cm

25cm

40cm～

第50表  ヨA13 出上遺物屑位別一覧表
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形
石
器
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器
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器

掻
　
器
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器
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細
石
刃
石
核
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形
石
器

ハ

ン

マ

ー
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器

磨

　

石

Ｍ
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片

Ｒ
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片

削

　

片
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片

石
　
核

原

　

石

石
　
鏃

―――
　
器

I 1 1

4

計 5 5
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第205図  ヨA15遺物分布図

1.位 置 ヨA08地点の位置から東へ200m余

り上った熔岩台地の鞍部状乗越部を選定しグリッ

ドを設けた。 2× lmの範囲で標高は約1,415m

である。

2.層 序 本グリッドの層序は次のようである。

I層 表土層 (笹根)    25clll

Ⅱ層 黒色土層       15cm
Ⅲ層 褐色土層       15cln
Ⅳ層 漸移層        15cln

V層 黄白色砂質ローム層  30cln～

3.遺 物 遺物はすべて Ⅱ・Ⅲ層から出土して

いて、他の層位あらは認められない。その風化の

度合からすべて縄文時代に属する資料かと判明す

る黒燿石である。おそらくは11の ような楔形の石

器も見られるところから、縄文早期も押型文期の

ものであるかと思われる。

三の又への最短鞍部であるから、ここが縄文期

の通路であったかもしれない。皮つきが 3点ある。

(森山公一)

I 表土層 (笹根)

Ⅱ 黒色土層

Ⅲ 褐色土層

Ⅳ 漸移層

V 流紋岩粒含
黄白色砂質ローム層

第206図 ヨA15試掘坑

第51表  ヨA15 出土遺物層位別一覧表
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石
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器
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表土層

黒色上層

漸移層 (褐色上)

流紋岩粒合

暗黄褐色砂質 ローム層

第207図 ヨA16遺物分布図

1.位 置 ヨA16地点からヨA20地点までは熔

岩台地の中のいわば東の男女倉川と西の和田川の

中央をつらぬ く二の又沢湿原を中心としている。

ヨA16地点はその沢筋の入口部の段丘状地形に位

置している。範囲は 2× lmで標高およそ1,280

mである。

2.層 序 層序はおよそ次のようである。

I層 黒 11層          10cln

Ⅱ層 黒色土層        5 cm

Ⅲ層 漸移層 (褐色土)    5 cln

Ⅳ層 流紋岩粒含暗黄褐色

砂質ローム層  55cm～

3.遺 物 Ⅱ oⅢ 層から小剥片が 8点、そして

Ⅳ層の水つきローム層から剥片等 5点が検出され

ている。黒燿石製の資料のすべてが皮つきで、剥

片も石核からの打剥を髪髯とさせるものである。

整った縦長剥片生産の技術的な在 り方を感じさ

せないア トランダムなものが多く、旧石器時代も

新しいか、むしろ縄文時代に入ってのこされてい

る気配すらする資料である。 (森山公一)

Ｉ

Ⅱ

皿

Ⅳ

第208図  ヨA16試掘坑

第52表  ヨA16 出土遺物層位別一覧表
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I 表 ■層

Π 褐色 t層

皿 漸移層

Ⅳ 暗黄灰色砂質 ローム層

※冊・ lV層 に流紋岩礫を含む

第209図  ヨA19遺物分布図

1.位 置  :の又沢の左岸域の支尾根台地上に

位置しているが、 2× lmの範囲を調査している。

標高はおよそ1,300mで ある。

2.層 序 ヨA19グ リッドの層序は次のようで

思われる中小動物もその湿地の水を求めてやって

来たであろうし、ヒトもしのび込んだに違いない。

硬質凝灰岩のナイフ形石器を出 上した 卜A12地点

と共に興味ある課題となっている。他に掻刃部を

もつもの (7・ 8)があ り、石核 (6)が 1点ある。

しかし旧石器時代の資料とは言いがたく、今後の

課題である。 (森山公 )́

ある。

I層 表土層

Ⅱ層 褐色 上層

皿層 漸移層

1Ocm

1Ocm

5cm

Ⅳ層 暗黄灰色砂質ローム層  35cln～

ヨA19地点は流亡が著しく、しっか りした層序

を構成していない。地表に遺物が散乱するなどの

地点 もあって、流紋岩の風化上がむき出しになっ

ているところである。

3.遺 物 第212図 9は確岩製の石鏃である。

同地点の表採資料であって、この遺物が、縄文時

代に外側の石器を身に帯びた狩人がこの谷に入 り

込んだことを物語っている。三ノ又は広い湿原で

あっても、かつて湖沼であったのでなく、傾斜地

の湿地だった気配である。狩猟の対象になったと

第210図  ヨA19調査地点
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第211メ| ヨA19試掘坑
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ヨA16(1～ 5) ヨA19(6～ 9) ヨA20(10～ 13)
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第212図  各グリッド出土遺物


